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２-２ 官民ボーダーレスまちづくりミーティングの運営 

「官民ボーダーレスまちづくりミーティング」を平成 31 年 1 月 28 日（月）に開催し、

当日の運営・記録を行った。 

（１） 参加者について 

参加者は 4会場合わせて 530 人、そのうち約 40％が(官)行政機関の所属となっている。 

 

【参加者数】4 会場合計：530 人 

東京会場：434 人 

       札幌会場：29 人 

       福井会場：41 人 

     山口宇部会場：26 人 

 

 

【参加者属性】※当日の受付名簿ベースで集計。所属不明者は「その他」で集計 

 来場者数 
（民）まち
づくり団体 

（産）民間
企業 

（官）行政
機関 

（学）教育
機関 

その他 

東京会場 434 136 118 165 4 11 

札幌会場 29 8 - 20 - 1 

福井会場 41 10 5 17 2 7 

山口宇部会場 26 4 2 10 9 1 

計 530 158 125 212 15 20 
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（２） コンテンツの成果 

■ポスターセッション 

＜実施概要＞ 

ポスターセッション参加団体：全 25 団体（サテライト会場含む） 

 ⇒都市再生推進法人：20 団体 （H30.12 時点の指定団体：50 団体） 

 ⇒新規（H30）指定：12 団体 （H30.12 時点の新規団体：14 団体） 

＜結果＞ 

●平成 30 年に新たに都市再生推進法人に指定された

14 団体のうち、12 団体が参加。 

●展示パネルのフォーマットを統一したことで、団体

ごとの情報整理ができた。 

●最新の情報・取組み事例を発信・共有する機会とな

った。 

 

 

■トークセッション 

＜実施概要＞ 

14：40～16：10【 前半 】今を学ぶ・知る 

■ 事前アンケート（属性：問 1～6）集計結果 

■ 登壇者・サテライト会場からのプレゼンテーション 

■ リアルタイムアンケート（問 7,8） 

  ・あなたの日常生活のなかに、好きな公共的空間はありますか 

 ・その場所は公有地ですか、民有地ですか。 

■ バズセッション[5 分] 

■ トークセッション（官・民の関係性、それぞれの役割と立ち位置について） 
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16：20～17：50【 後半 】未来を語る 

■ リアルタイムアンケート（問 9,10） 

  ・「民」の方にお聞きします。まちづくりを進めるにあたり、信頼できる「官（行

政）」のパートナーはいますか。 

  ・「官（行政）」の方にお聞きします。まちづくりを進めるにあたり、信頼できる

「官民」のパートナーはいますか。 

■ トークセッション（都市経営の根幹について） 

■ バズセッション[5 分] 

■ トークセッション（トークセッション前半・後半をうけて） 

 

 

 

 

 

 

 

＜結果＞ 

●サテライト会場との中継によるトークセッションを通し、具体的な取組みの内容や活

動の経緯等を共有・学ぶ機会を設けることができた。 

●登壇者ディスカッションを通し、官・民それぞれの関わり方や役割、まちづくり（都

市経営）に対する視点や考え方について整理することができた。 

●プレーヤーである参加者の“学び”や“気づき”を提供することができた。 
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（３） 事前アンケート集計結果 （参加者属性） 

参加者属性を調査するための「事前アンケート」を、Web 回答フォームを用いた方法で

実施。参加者は受付時に配布された QR コードをもとに、スマートフォン等で各自アンケ

ートへ参加、対応端末を持っていない人については、回答用紙をスタッフが回収し、入力

した。開会 5分前に回答を締切、集計結果はトークセッション内で公表した。 
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（４） リアルタイムアンケート集計結果 

トーク内容に関連する質問を「リアルタイムアンケート」として、Web 回答フォームを

用いて実施。参加者は受付時に配布された QR コード（事前アンケートと同一）をもと

に、スマートフォン等で各自アンケートへ参加。集計結果はトークセッション内で公表し

た。 
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（５） 終了後アンケート集計結果 

満足度・感想等に関する「終了後アンケート」を作成し、まちづくりミーティング終了

後に会場にて回収。終了後アンケートについては、回答率を上げるため、Web 回答フォー

ムは用意せず、紙での回答とした。 
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（６） トークセッション記録 

開会 

●開会の挨拶   国土交通省都市局長/青木由行 

 

本日はお忙しい中お集まりいただきありがとうご

ざいます。今回、官民ボーダーレスまちづくりミーテ

ィングの開催に当たり、ひと言ご挨拶申し上げます。

これからのまちづくりを考えていく上で、既に私た

ちは感じ始めていると思うのですが、人口減少にい

かに対応していくかということが大きな課題だと思

っています。 

人口減少でも、私たちが幸せな生活を続けていこ

うと考えたときに、いろいろなことを考えなくては

いけないと思うのです 

が、まち、都市という空間で、いかにイノベーショ

ン、生産性、付加価値を上げていくか、そして幸せな生活を送ることができるかということ

を考えていかなければならない時代なのだろうと思います。それから、人口が減っていると

いうことと関係をしてくると思いますが、従来よりも全体としては、開発圧力がどんどん減

ってきていると思います。やや行政寄りの言葉かもしれませんが、行政の手段としての規制

や、あるいは反対に規制の緩和に加えて、多種多様なまちづくりの手法がどのように展開さ

れていくかが、大きな課題になってくるのだろうと思っています。 

そのときに、ボーダーレスは一つの大きなキーワードになるのではないでしょうか。これ

は、やや個人的な考え方ですが、私はボーダーレスというといつも 3つほど頭に置きながら

お話をしています。一つは、官民の「空間のボーダーレス」です。恐らく、経済がどんどん

成長して右肩上がりのときには、官も民もどんどん空間を増やしていきたいという圧力が

非常に強く、逆にそのせめぎ合いのところでどう調整するかというところに、私たちはいろ

いろな制度、運用というところに意を用いていたと考えることがあります。ただ一方で、近

年はそういったことではなくて、むしろトータルに空間の価値を上げていこうということ

になったときには、それぞれの立場や、それぞれの管理主体などにあまりこだわらずに現場

目線で考えていくと、新しい機能を果たしても良いのではないか、あるいは、このような空

間機能を組み合わせたら、もっと良い空間になるのではないか、このようなことが全国各地

で展開されつつあるのではないでしょうか。 

それからもう一つは、官民の「プレーヤーのボーダーレス」ということを、私はよく考え

ます。官は官の役割、民は民の役割ということが、当然あるのですが、まちづくりとは、官

と民のコミュニケーションがいかに上手にいくかというところで、最近の成功事例を見て

いますと、そのような思いが強くいたします。例えば、1人のスーパー公務員や、あるいは

1人のスーパー伝道師がまちづくりを解決するということは、恐らく違うのだろうと思って

います。そういった方々が関わることによって、非常にうまくいくことはあるのかもしれま

せんが、官と民の垣根を越えて、いかにコミュニケーションができるか、そういったボーダ

ーレスが大事なのだろうと思います。 

それから三つ目は、「地域間のボーダーレス」です。地域の価値をいかに上げていくかと

いうことが、多くの地域の共通課題だということが、関係者の間で共有されてきていると思

います。例えば、大都市に関していえば、かつて非常に開発圧力も旺盛だった時代は、いか

に高容積率を確保して、そしてボリュームの大きいプロジェクトをやっていくか、極論する
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と、いかに竣工させるかというところに意識がいっていた面もあるのではないでしょうか。

ただ近年は、大都市地域でも、そのエリアの価値をいかに保持して、さらに上げていくかと

いうところが課題になっていることは、皆さまがご承知のとおりです。この点においては、

大都市も地方都市も、もう課題の質は一緒ですし、そこで必要とされるようなスキル、メソ

ッドをボーダーレス化して共通化しているのではないでしょうか。現にプレーヤーの方も、

いろいろなところで関わり始めているのではないかと思います。 

以上、申し上げたような問題意識なのですが、まちづくりで活躍をしている方が、いろい

ろなところで出会って、化学反応が起きて、また新しい動きが出てくるということも、今、

全国で起きているのではないかと思っています。本日は 4会場で、それぞれまちづくりに関

わっている方々にご参加いただくということですし、また後ほどのトークセッションでも、

いろいろなお話で、またさまざまな化学反応が出てくるのではないかということを大変期

待しています。本日のミーティングが、皆さまにとって次のステップにつながるような、良

い意味で刺激に富んだミーティングになることを、期待いたしまして、冒頭の私のご挨拶と

させていただきます。本日は皆さま、よろしくお願します。 

 

 

イントロ ＋ トークセッション 《 前半 【今を学ぶ・知る】 》 

●モデレーター・コメンテーター・サテライト会場の紹介 

 

司会(橋口) 

 

 

 

 

 

 

 

田坂 

 

司会(橋口) 

 

ありがとうございました。それでは、

本日のメインプログラムに入るにあた

り、モデレーターとコメンテーターの

方々にご登壇いただきます。まず初め

に、本日のトークセッションを進行して

いただきますモデレーター、広島修道大

学人文学部講師の田坂逸朗様です。 

 

よろしくお願いします。 

 

続きまして、コメンテーターの産官学

民の方々をご紹介します。 

まず初めに、株式会社オープン・エー代表取締役、東北芸術工科大学教授

で建築家の馬場正尊様です。 

 

馬場 よろしくお願いします。 

 

司会(橋口) 続きまして、株式会社バルニバービ代表取締役社長の佐藤裕久様です。 

 

佐藤裕久 よろしくお願いします。 

 

司会(橋口) 続きまして、法政大学現代福祉学部教授で全国エリアマネジメントネット

ワークの保井美樹副会長です。 

 

保井 よろしくお願します。 
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司会(橋口) 最後に、国土交通省都市局まちづくり推進課の佐藤守孝課長です。 

 

佐藤守孝 よろしくお願いします。 

 

司会(橋口) どうぞ皆さま、お座りください。 

続きまして、サテライトの 3会場と中継をつなぎ、各地のレポーターの方々

をご紹介したいと思います。本日は札幌市、福井市、宇部市の 3つの地域の

現場から、まちづくりに取り組まれている民間や大学の方々からリポートし

ていただき、トークを深めたいと思います。まずは札幌会場ですが、札幌会

場には、札幌大通まちづくり株式会社の服部彰治様を初め、札幌駅前通まち

づくり株式会社、一般社団法人さっぽろ下町づくり社の、３つのまちづくり

団体の皆さんがいらっしゃいます。メインレポーターの服部さん、つながっ

ていますか。 

 

服部 聞こえています。よろしくお願いします。札幌大通まちづくり株式会社の

服部です。よろしくお願します。聞こえていますか、大丈夫ですか。 

 

司会(橋口) ありがとうございます。よろしくお願します。 

続きまして、福井会場をお呼びしたいと思います。福井会場には、まちづ

くり福井株式会社の岩崎正夫様がいらっしゃいます。岩崎さん、よろしくお

願いします。 

 

岩崎 福井会場です。よろしくお願い

します。この会場は 3 年前にリノ

ベーションされたもので、元はダ

ンスホールです。今日は実際にリ

ノベーションに取り組んでいるメ

ンバーに来ていただきました。ど

うぞ、よろしくお願いします。 

 

 

司会(橋口) 

 

よろしくお願します。福井会場のスクリーン右上にミラーボールが映って

いますが、少し怪しげなダンスホールの会場から、今日は中継をしてもらう

ことになっています。よろしくお願いします。 

それでは最後に、山口宇部会場を呼びたいと思います。山口大学の小林剛

士先生がいらっしゃいます。よろしくお願いします。 
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小林 山口宇部会場の小林です。私の後ろに見えますのが、今日の会場として使

用します 2基のコンテナです。皆さまから見て、手前が若者クリエイティブ

コンテナ、そして後ろにありますコンテナがポレポレカフェということで、

現在操業しておりまして、この 2基のコンテナを中心に、宇部市の中央町地

区のまちづくりについて、大学、地域の方々、そして宇部市、行政と一緒に

なってこちらで活動しています。そして後ほど、こちらの活動について、山

口大学助教授の宋俊煥先生より解説をしますので、本日は、どうぞよろしく

お願します。 

 

司会(橋口) どうぞ、よろしくお願します。みなさまありがとうございます。 

以上 3 会場になります。続きまして、この 3 会場にも東京会場の様子をお

伝えしたいと思います。今、皆さま右手のスクリーンに東京会場全体が映っ

ています。本日東京会場は 450 名を超える方々にご参加いただいています。

この映像が今、サテライトの方にも映っていますので、ぜひ皆さん手を振っ

て、サテライトにメッセージを送っていただければと思います。 

 

（画面に向かって手を振る。） 

 

どうも、ありがとうございました。 

それでは全国の会場がつながりましたので、ここからの進行は田坂先生に

お願いします。どうぞよろしくお願いします。 
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●登壇者プレゼンテーション 【モデレーター/田坂逸朗】 ／事前アンケート 

 

 皆さん、こんにちは。ファシリテーターという仕事

をさせていただいて、いつもはホワイトボードの隣

に立っています。座ってやることに慣れておらず、

たびたび立ち上がってしまうかもしれませんが、お

許しください。無理を言って、後半にホワイトボー

ドを壇上に上げようと思っています。 

かなりたくさんの実験を、今日は込めようという

ことで、例えば、このようにサテライト会場を結ぶ、

あるいはできるだけトークセッションというものを

予定調和的なパネルディスカッションで終わらせな

い、あるいは、来ていらっしゃるたくさんの皆さん

にアンケートを採りながら進める、リアルタイムア

ンケートというものにチャレンジしてみるなど、た

くさんの実験をここに込めています。 

官民ボーダーレスという新しい領域に、我々が入っていこうとするとき、皆さんどうぞ、

というわけにはいきません。うまくいっていることもあれば、うまくいっていないことも

あります。これから、官民ボーダーレスということをテーマにしながら、我々が活動して

いく上で有益なことが、この会場でたくさんのものが生み出されるのではないでしょう

か。この場で生み出されなければ、なかなかそれは予定調和に終わってしまうのではない

かということで、実験をたくさん込めて、ここでやっていくことにしたということが、今

ここが最先端をつくろうという一つの覚悟です。この覚悟に 4時間もの長い間、皆さんに

お付き合いもらうことになっていますので、どうか、よろしくお願いします。 

情報が多過ぎて、頭がパンクしそう、ということはあまり良いことではありません。あ

るいは、たくさんの事例は聞いたけれども、うちの場合と違いすぎるということもあまり

良いこととは思えません。できるだけ、この場で局長のご挨拶にあったような化学反応と

いうものを起こしていきたい、そのような役目を担いたいと思っています。 

3 分程度、田坂逸朗がどのような人間かというプロフィールの紹介をすることになって

いますが、それに先だって、会場に来ている皆さんのデータを少しだけ紹介します。画面

に映せますか。 

 

（事前アンケート結果を表示） 
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参加者属性は、まちづくり団体が 30％、民間企業、あるいは産の領域が 22％、それから

官の領域である行政機関の方々が 41％、学である教育機関の方が 1.2％というものが出て

います。これは、各会場の入り口でお配りし、開会までに答えていただいた「事前アンケ

ート結果」です。参加人数総勢約 500 名に対し、約 300 件の回答をいただいています。そ

の内訳です。 

民間のまちづくり団体と、それから民間の企業の皆さんが 5割を少し超えた程度です。

もしかすると、その立場からの知見と、それから化学反応のあり方を、少し軸足を大きめ

にとりながら進んでいくのではないかというふうに思います。シンポジウムと名前にする

と、もう少し教育機関の方々が多かったのかもしれませんが、シンポジウムという名前で

もなく、決起集会、フォーラムという名前でもなく、ミーティングと名乗っています。ミ

ーティングの結果、何かがここで生まれ出ることを期待したいと思います。 

もう一つ、男女比ですが、女性が 15％も来てくださって、ありがとうございます。きっ

と、ここから何かが開けていくのだと思います。もしかすると、男性と女性が半々だとい

うことを、このアンケートは期待したのかもしれませんが、15％の女性の意見を大切にし

ながら、8割の男性で頑張りたいと思います。 

それから、世代ですが、30 代の方、40 代の方、それから 50 代の方というふうに並んで

います。20 代の方も 11％います。どうでしょうか、皆さんの想像からすると、少し若め

という印象はありますか。この全体の方々と一緒に、この会場を過ごしていきましょう。 

次に、居住地ですが、東京都内の方が 30％程度です。関東ブロックという言い方をする

と、東京都内以外の関東の方で 30％、それから近畿から 9.8％います。 

そして、都市再生推進法人等会議への参加頻度ですが、今回初めてという方が 72％いら

っしゃいます。このシリーズでやってきたところで、今日ここに合流したという多くの方

とともに、未来を切り開いていけたらと思います。 

私は、ファシリテーターということを名乗ってきました。それから、マーケティングプ

ロデューサーという名乗り方もしてきました。広島修道大学というところは、ファシリテ

ーターとしての知見を活用してくださいということで、期間限定で講師の役割をしていま

す。この 4月からは、広島修道大学のご縁で、特に広島県からの要請があって、地域価値

共創センターというものが民間のコンサルの中に作られます。そこでの役割をもらうこと

になっています。 

ファシリテーターというと、会議の支援をしたり、あるいはワークショップの司会者を

したりというような方々が、随分と活躍をしていますが、エリアマネジメントのファシリ

テーターという大変珍しい立ち位置を持っています。地権者の皆さんの話し合いをしてい

ったり、それからグランドデザインをつくっていくワーキングをしたり、あるいは、どう

すれば市民や来街者を巻き込んでいけるのかという PR の授業をしたりというところで、

ファシリテーションをしてきました。どのように皆で価値を創っていくかという共創価値

が大事であったり、成果をどのように見える化していくかということが大事であり、橋渡

しをしたり巻き込みをしたりというところで、主に福岡を中心に、We Love 天神協議会、

天神明治通り街づくり協議会、あるいは博多まちづくり推進協議会、今はエリマネラボひ

ろしまという活動も始めています。 

写真の提供をと思ったのですが、持ってきた写真が全て話し合いの写真で、芝生広場で

皆が寝転がっている、馬場先生の素敵な写真に比べますと、ずっと会議室の中の写真が続

きます。 

これは二つのエリアマネジャーが初めて合同作業をしたもので、調査の報告会もワーク

ショップにしていこうというような We Love 天神協議会と博多まちづくり推進協議会の

事業です。このようなプロデュースをしました。アクションプランをつくるために、会員

の皆さんが検討会をしました。これも博多まちづくり推進協議会の写真です。財界を巻き

込んでいこうということで、例えばこれは、福岡地域戦略推進協議会です。地域戦略サミ

ットという名前のワールドカフェをやりました。財界の人が支援をしてこそエリアマネジ
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メントだということで、商工会議所メンバーの企業の社長、会長クラスの皆さんで、都心

の活性化について話し合っているものです。広島で着手されたものがたくさんあります。

この 2、3 年の動きが激しいところです。まずは、勉強からということで、小さな勉強会

の輪を徐々に大きくしていく、あるいは本当の街区の価値について話し合おうということ

で、紙屋町大手町意見交換会のこのような小さな活動の中から、この小さなスタートから

1年かけてグランドデザインをつくっていくという活動をしてきました。 

このような調子で、ファシリテーションとして、人々の意見構成をやってきた立場です

ので、本日のテーマに即しても、壇上の皆さんと会場の皆さんで、このテーマに取り組ん

でいきます。このテーマの紹介の後に、各コメンテーターの方の自己紹介から入っていた

だこうと思っています。 

まずは公共的空間という言葉をテーマにしていこうということが一つです。民有地が

53％、公有地が 31％、河川を除く占有割合です。これが国土全体の割合です。民有地のほ

うが多い、あるいは河川を含めるのであれば一対一になっているというところが現状で

す。そのような中、公的不動産が 590 兆円の規模、企業の不動産が 470 兆円の規模になっ

ているというところが、今日のミーティングのベースになっています。これまでは公共空

間というものは公共が担ってきました。民間が担ってきたものは単なるビジネスの、私有

地での中の話でした。このように分断とまではいかないまでも、別々の空間でした。その

真ん中の合わさるところを、公共的空間、あるいは公共的都市空間と呼んでみよう、それ

が担い手による活性化と制度による後押しがあったときに、どんどん真ん中の公共的な空

間が広がっていくことが、まちの価値を高めるのではないかということを主軸に話し合い

を進め、後半には、官民ボーダーレスが成り立つのであれば、それは都市経営に向かうは

ずだという論点を持って、進めていきたいと思います。 

では、コメンテーターの皆さんには、日常の中で好きな公共的空間はどこですかという

お題に沿って、5 分ずつお話をお願いしたいと思います。「好きな公共的空間はどこです

か」、「その空間はどのような空間といえるでしょうか」というところで、馬場さんからよ

ろしくお願いします。皆さん、拍手をお願いします。 

 

●登壇者プレゼンテーション 【コメンテーター/㈱オープン・エー代表取締役 馬場正尊】 

 
 スライドが 3 枚という制限をいただきました。先

週の平日昼間の南池袋公園の 1シーンです。僕がち

ょうどミーティングをしていた横で、子どもたちが

遊んでいましたので 1枚写真を撮りました。今、僕

は nest という株式会社を保井先生たちと一緒につ

くって、南池袋公園でマルシェをし、公園のプロデ

ュースの仕事を豊島区から請け負ってやっていま

す。これは南池袋公園の日常です。僕たちは最初、

南池袋公園を豊島区池袋にとってのリビングルー

ムにしようということで、このような風景にしまし

た。まさにリビングルームのようになっています。

それぞれの人がそれぞれの思いで、こういうものを

使っています。ですが、今、南池袋公園は豊島区の

プライドにもなっていると思います。この写真を見ると、ここにいること自体が少し誇ら

しい感じがありませんか。そういう場所になっている、日常のいい風景が 1枚目です。 

2 枚目は、山形です。僕は今、山形にある東北芸術工科大学というところで先生をして

います。この本屋さんは、郁文堂書店というのですが、民の空間がパブリックになったと
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いう事例です。真ん中にいるおばあちゃんと、周りにいる、僕の研究室の研究生たちが、

コラボレーションで、クラウドファンディングで 120 万円を集め、おばあちゃんの本屋

さんを再生しました。生徒たちとおばあちゃんが、本屋さんを共同経営しています。そう

すると、街中のおじいちゃん、おばあちゃんも来ますし、学生たちがバイトもしていると

いう風景ができて、ジェネレーションを超えて、この空間ではいろいろな人が集まるよう

になっています。この間は、芥川賞作家の人が朗読会をここでやりたいということも始ま

ったりしています。要するに、民の空間だったにもかかわらず、この関係性が生まれるこ

とで、どんどんこの土地がパブリックになっていきました。結果、ここのシネマ通りにそ

れがにじみ出していて、通り自体が変わろうとするきっかけになったのです。ですので、

民の空間がパブリック化されることによるインパクトを、僕はここで感じ、表紙になると

いう、おばあちゃんは 82 歳になって本の表紙になるなんて思わなかったと言っていまし

たが、そのような出来事も経験しました。 

3 枚目です。沼津の、公園に泊まろう INN THE PARK という宿泊施設です。僕はここの

デザインと同時に経営をしています。株式会社インザパークでも社長なのですが、これは

沼津市の愛鷹運動公園にある、ほとんどボロボロになっていた少年自然の家を沼津市が

民に貸したいということで、プロポーザルになったのですが、僕らが仲間たちと株式会社

インザパークという株式会社を作って、沼津市さんから少年自然の家を借りて、今、宿と

して運営しています。ここの空間はまさに公園の中なのですが、あの白いドームはテント

です。球体の中に泊まることができます。公園に泊まろう INN THE PARK は、パブリック

な空間を民の僕ら株式会社インザパークが借りて、私たちが自らプレーヤーになって、民

間が投資して、この公園を使い倒す宿泊プロジェクトを展開している事例です。 

ここで面白かったことは、沼津市にとっても極めて冒険的な試みなのですが、公民連携

で沼津市が、これを実現するためのプロジェクトチームをつくって、あらゆる規制緩和や

法の解釈などを民と官で一緒に考えて、この風景を実現するに至っています。これは設置

許可で、しかも白い球体の公園面積の借地をしています。民と官が同じ船に乗って知恵を

絞ることによって、沼津市の公園を再生しています。沼津市としては、『BRUTUS』に載っ

たり、NHK の『おはよう日本』に取り上げられたり、沼津市にとっては大きなプロモーシ

ョン効果があって、それは僕たち民にとってもハッピーになっています。このような新し

いパブリックのチャレンジを日々やっているという感じです。以上です。ありがとうござ

います。 

 

●登壇者プレゼンテーション 【コメンテーター/㈱バルニバービ代表取締役社長 佐藤裕久】 

 
 よろしくお願いします、佐藤です。今、馬場さん

は 3枚とおっしゃったのですが、僕はたくさん持っ

てきました。時間的には 5分で収めます。 

僕の好きな公共的空間は、隅田川テラスです。実

は、我々は東京や各地で食べ物屋をやっています。

食べ物屋でまちが面白くなるといいなと、24 年やっ

ているのですが、我々の東京本部が今から8年前に、

隅田川沿いの蔵前という街にできました。 

当時の蔵前は、35 年前ぐらいには国技館があっ

て、それが両国に移動して、本当に何もない、浅草

から近いにも関わらず人通りの少ない街でした。僕

はもともと京都の生まれですので、川沿いにすごく

なじんでいます。京都の人間は鴨川でデートをしま
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すし、散歩もトレーニングもします。もっと隅田川は使われるのではないかと思っていた

のですが、あまり整備がされていませんでした。ただ、ちょうど工事がされているときで

した。僕はこの場所を初めて紹介されて、台東区にやってきて蔵前の物件を見ました。

600 坪の 7階建てのビルでした。その全体で飲食業をやるなど、街中でもあるまいし見当

もつきませんでした。 

けれども、僕はそこにたどり着いて、隅田川テラスを自転車で走りました。まだ整備途

中でしたが、信号なしに 10km 走ることができます。これは東京都内でもレアです。皇居

が信号なしで 5km 走れますが、それ以外には都内の中心部ではほぼないのではないでし

ょうか。片道 5km、往復で 10km、信号がありません。ランナーにとって信号があるという

ことは、自分たちの毎日のアチーブメントが分かりません。何分かかって、この距離を走

れるようになったのかが分かりませんから、そのような意味では、非常にいい場所でし

た。 

そして、最後にそのビルの屋上に僕は寝転がって、あまりの気持ちよさに仲介業者に電

話をしました。2010 年の 10 月のことです。しかし、600 坪で家賃が月 500 万円の物件を

借りることは、僕にとっては大きな賭けでした。賭けですが、確信したことは、自分であ

ればこの場所にカフェがあったら行きたい、今後行こうと思う、ということです。我々が

ずっとやってきたカフェは、ほとんどそれです。ものすごく良いのに、なぜ置いておくの

かというような場所です。 

本当に一番好きな場所は家から近い日比谷公園なのですが、日比谷公園には注文があり

ます。誰かを敵に回すかもしれませんが、日比谷公園のキヨスクが 3個あったうち、1個

は 4年前から閉めたままでボロボロの状態で置かれていました。恐らく 12 月だと思うの

ですが、ここ数カ月前に撤去されました。あの広い公園にキヨスクが 2 軒しかないので

す。しかも 1軒は常時開いていますが、もう 1軒は大体月の半分です。自動販売機は 1台

もありません。あそこに行く人たちは、高くて素晴らしいレストランに行くしかありませ

ん。ですが、120 円で飲料を買いたいのです。しかし、それは 1カ所しか買えません。そ

れは、僕は間違っていると思います。セントラルパーク、ハイドパークには、たくさんの

素敵なキヨスクがあります。少しつまみたいときにパンが買えますし、サンドイッチが買

えます。そのようなこともあって、あえて皮肉で隅田川テラスを選びました。 

「好きな公共的空間はまちの〇〇」と一言で言いますと、まちの風通しです。本当に、

そっと北から南へ流れていく川によって、僕は東京の何か淀みや、ときどきある苦しいこ

とや悲しいことを、水面を通して流していってくれるのではないかと思います。僕もつら

いときには、会社の 6 階の事務所から川を眺めています。そんな素敵なものだと思いま

す。 

我々が作ってきた物件を見てください。これは東京都文京区の小石川です。今や、どん

どん郊外に行っている印刷工場の 2階建ての跡です。2階建て 350 坪を借りています。こ

のように改装しています。2階はほとんど使われずに、物置と喫煙所と空調だけになって

いました。それが、このようにガーデンテラスになり、これで 10 年程度やっています。

累計で 25 億円をこの場所で売っています。小石川の物件の前の通りは大型車は入れない

一方通行の道路です。 

時間となりましたので、見てもらうだけ見てください。台東区の蔵前にあった、元々CD

の配送場所が、僕たちが改装して年間 22 万人が来られるビルになりました。2011 年の地

震の直後にオープンしました。これが 7 階です。スカイツリーと隅田川遊覧船が見えて

います。それから、これが大阪の中之島の公園です。ブルーシートのグランメゾンが建っ

ていたところに公園ができました。それから、この風景は大津市の駅です。寂れてどうし

ようかという駅です。これは馬場さんも滋賀県の大津市といろいろと関わっていらっし

ゃいますが、その中で、大津のイメージを変えたというふうに、この間もおっしゃってい

ただきました。時間をオーバーしましたが、以上です。 
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●登壇者プレゼンテーション 【コメンテーター/全国ｴﾘｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾈｯﾄﾜｰｸ会長 保井美樹】 

 
 今日は学という立場からまいりました。法政大学

で教員をしていますが、今日の主催団体の全国エリ

アマネジメントネットワークで副会長に就いてい

ます保井と申します。よろしくお願いします。 

好きな公共空間ですが、私はエリアマネジメント

というところから、どちらかというと一つの事業と

いうふうに、地域の中の関係をどのようにつくって

いくかというところに焦点を置いて、つくってきま

した。キーワードは、寛容性という言葉を入れまし

た。今、公園も出ましたが、全国でいろいろな方と

ご一緒して、素敵な取り組みをたくさんやっていま

すので、国内のものを 1個取り上げることは非常に

難しいです。ですので、海外から持ってきました。

よく皆さんご存じの、ハイラインというニューヨークにある引き込み線、廃線になった場

所がそのまま公園になったという場所があります。ここは何が素敵かと言いますと、自分

たちのホームページにも書いてあるのですが、ここは more than park と書いてあると思

います。単なる公園ではありません。まさに、公園ではなく、街の中でここを育んできた

人たちがいて、その人たちが一生懸命に公園にしようという運動をして、そして市民、い

ろいろな人と関係をつくって支持を得て、そして公園になっているという場所です。この

ような場所はすごく素敵だと思います。 

ロンドンに行くと、クイーンエリザベスホールという、テムズ川の南側にホールがあり

ます。ここを再開発しようとしたときに、地下に、いわゆるスケートボードパークがあり

ました。これを壊してほしくないということで運動を始めた若者たちがいました。自分た

ちで組織をつくって、お金集めを始めました。1年半後に、これは市と協定を結び、この

ホールとも協定を結び、このまま公共空間として残していくということが決まり、今でも

ここは残って、もっと素敵なところになりました。ここも新聞記事には、単なるアーキテ

クチャーでも、単なるスケートボードパークでもないという表現がされていて、本当にそ

うだというふうに思いました。 

そのような場所は、国内にもいくつもあると思います。例えば、私が最近関わっている

ところからいくつか出しました。豊田という街に、河川敷で、本当にこれは行政がお金も

出さずに、自分たちでやっている音楽祭があります。橋の下世界音楽祭です。これも、単

なる河川敷ではないのです。自分たちで音楽祭をつくってきたというストーリーを持っ

て、ここが成立しています。私も学生と、団地の一室で一緒になって、先ほどの馬場さん

の話もありましたが、周辺の人たちからみんな持ち寄ってきてもらって、お金も集めて、

そして場づくりをして、そのうちに UR さんがお金を出してくれて、今は地域の居場所と

してカフェになっている事例もあります。 

大事なことは、皆のための街をつくろうと最初から思うのではなくて、私がほしい街、

ということから始まるのではないかと思っています。そうするとチャレンジする人、それ

を受け入れて応援する街、この関係をいかにつくっていくか。その中で、仕掛ける人と仕

掛けられる人の関係を、まさに田坂先生がおっしゃっていましたが、そのような関係をい

かに超えていくか、そのための経験の共有をどのようにしていくかなのではないかと思

います。そのときに、地域の中ですごく大事なことは、組織だけではなく、まさに皆 1人

でやりたいということで縁がつくられていって、多様に入り組んでいくことが、匿名性を

大事にする街の姿ではないでしょうか。 

今日も札幌会場がありますが、これはすごく素敵なシーンだと思っています。ホームレ
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スが本を売っている『ビッグイシュー』の方が、札幌駅前通まちづくり株式会社のインフ

ォメーションカウンターを担ってくれています。実は、このようなホームレスの方とまち

づくりが連携をしていくということは、世界的な動きでもあります。このような、いわ

ば、はじき物になっていく誰かと一緒に街をつくっていく、いろいろなステークホルダー

が協働していく仕組みが、これこそまちづくり、エリアマネジメントの中で考えていかな

ければいけないことだと思っています。 

もう一つは、エリアマネジメントの話をします。最初に取り上げられるタイムズスクエ

アです。これは掃除をして治安維持をしてきましたという話から始まっているのですが、

今はそのようなレベルではなくなっています。まさにパブリックスペースを生み出して、

人がここを安全に動ける、過ごせる場所にしていって、そして今、その先として、ここで

どのような過ごし方ができるのか、何が生まれるのかを実験するというふうに、彼ら自身

が「今、第 3期に入った」と言っています。そのような意味でいいますと、エリアマネジ

メントの目的はどんどん変わっていきますし、それでいいのではないかと思います。 

もう一つ、ブライアントパークを紹介します。これも公園ですが、実はこの公園は BID

組織がやっています。エリアマネジメントの組織がやっていることは、皆さんもよくご存

じですけれども、単にそれだけをやっているわけではありません。周りのエリアマネジメ

ント会社と一緒になって、そしていろいろな地域の課題に取り組む仕組みをつくり、彼ら

はエリアマネジメントをホールディングカンパニー化していっていると言っています。

その組織も変化していく、そのようにどんどん変化していくエリアマネジメントを、私た

ちはこれからつくっていかなければいけないのではないかと思います。時間になりまし

たので、私からはここで終わります。皆さんのお手元には、全国エリアマネジメントネッ

トワークの資料も付けていいと言っていただきましたので、その概要と申し込み要領を

付けておりますので、関心を持ちましたら、仲間となって、これからのエリアマネジメン

トを一緒に切り開ければと思います。ありがとうございます。 

 

●登壇者プレゼンテーション 【コメンテーター/国土交通省都市局まちづくり推進課長 佐藤守孝】 

 
 国土交通省の佐藤です。私からは、このような写

真をご紹介します。日常の中で、好きな公共的空間

はどこですかと聞かれて、実は二晩ほど悩みまし

た。25 年間、役人をやっていまして、国民全体の奉

仕者ということで、毎日公共の中にいます。空間も

基本的に公共で、仕事も公共です。ですから、日常

の中の公共的というものが、私にとってはどちらか

というと民間的な感じということを考えました。ま

た、好きか嫌いかという思考を、なかなか仕事では

考えません。好きか嫌いかで仕事をしていると、仕

事が進みませんので、どちらかというと必要か、必

要ではないかということになってしまいます。非常

に悩みました。 

結果的には、この青空の下の解体工事現場です。これが何かということなのですが、毎

日会社に行く通勤経路の中に、地下鉄駅のすぐ近くに、一つだけ立ち寄りをする場所があ

りました。何の変哲もないチェーン店のカフェです。振り返ってみると、ちょうど 1年前

に、ここが店じまいをして解体されました。53 年間、地元とともに愛され続けたチェー

ン店だったのですが、何か困ったことがあれば無意識に立ち寄って、そこでしばらくコー

ヒーを飲みながら、新聞を読み、ものを考えていくと、仕事のアイデアが浮かぶ場所でし
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た。意識はしていなかったのですが、自分にとって不可欠だった空間だということで、好

きになっていた公共的民間空間です。これがなくなってからいろいろなアイデアが出て

こなくなり、仕事上もいろいろと悩むことが多くなったように思います。 

今日、ぜひ皆さんにご紹介をしたいことはが２つあります。 

一つ目が、今日のテーマである公共空間と民間空間をどううまく使うかという事例で

す。左上は、札幌大通まちづくり株式会社の服部さんには大変お世話になっていますが、

都市再生推進法人の第 1 号として指定を受けて、国道の上に占用区域がおかれて、いろ

いろな形で、にぎわいを創出されているということです。右上は、河川の空間の占用を、

大阪の北浜というところでやっている事例です。これも任意団体としては全国で初めて

河川敷の包括的占用者としての許可を受けて、1年間を通じたイベントを行っています。 

それから左下は、馬場さんが言っておられた南池袋公園です。非常に有名な取組です。

右下は、民間の広場を原っぱにして、コンテナを置いて、地元の子どもたちが親と一緒に

いろいろなアクティビティができる空間にしていこうという佐賀県佐賀市発の取り組み

です。 

今日、ポスターセッションをやっていた中で、国土交通省のブースで、これらの全国の

先駆的な取組を紹介するパンフレットを置いていました。もうなくなってしまったかも

しれませんが、お持ちの方は、ここに載っていますのでぜひご覧ください。 

二つ目です。こういった取り組みを行うときに、市町村が信頼する民間のまちづくり団

体を指定して、地域の民間の企業と連携をして、いろいろな活動をしていただけるという

仕組みがあります。これが、今日の会議のテーマの一つである、都市再生推進法人です。

平成 19 年に仕組みができて、徐々に広がってきましたけれども、平成 30 年に全国 50 団

体まで広がってきました。地方都市にもかなり広がってきています。ここ 2 年で 2 倍に

広がって、これからは地方都市でも、いろいろなまちづくりの推進団体、主体としての活

動をいただきながら、一緒に進めていきたいと思っています。今日は札幌、福井に出演を

いただいています。詳細な説明はお手元の資料にありますので、ご興味があれば後ほどご

参照ください。以上、私からのご報告です。 

 

●リアルタイムアンケート 

 

田坂 コメンテーターというお名前で壇上に上がってくださっています。パネル

ディスカッションであればパネリストとお呼びするところなのですが、これ

からサテライト会場の皆さんのお話などを聞きながら、恐らくこの 4 人は規

定演技を終えたところで、これからアドリブでたくさん話そうというところ

かもしれません。キャッチボールをしながら前に進んでいきたいと思います。 

サテライト会場の皆さんのプレゼンテーションをもらう前に、橋口さん、ア

ンケートの紹介をお願いします。 

 

司会(橋口) 分かりました。では、ここで皆さんに事前にご案内をしているリアルタイム

アンケートをやってみたいと思います。事前アンケートにも 320 名を超える

方にご参加いただきましたが、携帯電話、スマートフォンをお持ちの皆さま

は、スマートフォンをご用意ください。 

皆さんには、次の二つの質問にご回答いただきます。手順は、先ほど読み取

っていただいた QR コードと同じです。QR コードをカメラで読み取っていた

だいて、二つの質問にお答えください。スクリーンにも出ていますが、まず一

つ目は、コメンテーターの皆さまにもお答えいただいたものと同じで、皆さ

まが日常の中に好きな公共的空間があるかどうかを、「ある」「なし」でお答え
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ください。「ある」というふうにお答えいただいた方は、その場所が公有地な

のか民有地なのか、また、選択肢の中には公有地か民有地か分からないとい

う選択肢もあります。その三つの中からお答えいただきまして、まず、そもそ

も公共的空間が皆さまの日常の中にあるかどうかという現状の認識を、ここ

で共有させていただきたいと思います。 

操作方法などで分からない方がいらっしゃいましたら、手を挙げてくださ

い。または、会場のスタッフにもお声掛けください。操作方法はスクリーンに

も映していますが、QR コードを読み取っていただければ、そこから URL でア

クセスいただいて、簡単にアンケートに答えることができる仕組みです。回

答後は忘れずに送信というボタンを押してください。事前アンケートに一度

お答えいただいた方は、同じようにやっていただきますようお願いします。 

今、会場を見渡すと、東京会場はもうお答えいただけたようですが、サテラ

イト会場はどうでしょうか。大丈夫そうでしたら、手を振って教えてくださ

い。大丈夫でそうですね。ありがとうございます。では、アンケートはここで

締め切ります。ご参加いただいた皆さま、ありがとうございました。 

今、集計作業に入っているのですが、速報で 300 名を超える方にリアルタ

イムアンケートにお答えいただいたという情報が入っています。大方、今日

の会場の皆さまの大きな傾向が、この結果で分かるのではないでしょうか。 

集計を楽しみしているのですが、その間に、東京会場の登壇者の皆さんが座

っている椅子をご紹介します。ご存じの方も多いかと思いますが、これは海

外のアウトドア家具メーカーのものです。世界中で住宅や公共施設など、公

共空間を含めていろいろなところに置かれていまして、公共空間で有名なと

ころですと、パリのチュイルリー公園や、ニューヨークのタイムズスクエア

や先ほど保井先生からもご紹介いただきましたブライアントパークにも置か

れていて、街のアイコン的な存在として認知されているチェアになります。 

それから、先ほど馬場さんから、好きな公共的空間として南池袋公園をご紹

介いただきましたが、南池袋公園のイベントでもこの椅子を使っているとい

うことですが、馬場さん、座り心地はどうですか。 

 

馬場 すごくいいというわけではありませんが、屋外ですので、ちょうど良いぐら

いです。軽いし丈夫、雨に強い、運びやすい、それが愛される理由かと思いま

す。雑に扱っても耐えてくれる感じが、外では良いです。 
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司会(橋口) ありがとうございました。と言っている間に結果が出揃ったようですので、

田坂先生にお戻しします。よろしくお願いします。 

 

田坂 それでは結果を見てみましょう。画面の表示をお願いします。 

あなたが日常の中に好きな公共的空間が「ない」人が 12％になっています。

これは、もしかすると良いマーケットになってくるかもしれません。「ある」

という人が 87.9％です。 

次の設問につないでみましょう。それは「公有地」ですか、「民有地」です

かという設問では「民有地」が 24％あります。あるいは「分からない」とい

うところがありますが、そこがミソかもしれません。もっと分からなくして

いこうということが、もしかすると公

共的空間という考え方かもしれません

し、これからは民有地公有地という、

設問そのものが、なぜ改めて聞いてい

るのですか、となっていく世の中を

我々はつくろうとしているのかもしれ

ません。ありがとうございます。 

では再び、公共的空間というテーマ

に戻って、サテライトの皆さんのプレ

ゼンテーションを、聞いてみたいと思

います。札幌会場、福井会場、宇部会

場の順にお願いします。 

 

●サテライト会場プレゼンテーション 【札幌会場】 

 

服部 それでは札幌からお話をします。札幌では、まず都心の全体図についてお

話をしたいと思います。 

図中にあります、ひし形になっているところが、都心部として設定されて

います。平成 14 年、2002 年のときに、都心まちづくり計画、中心市街地活性

化基本計画が TMO 構想に移りまして、この中で札幌 TMO が立ち上がって活動

をしていました。それぞれの地域は、それぞれの地域の特性に応じた形での

マネジメントをするチームをしていました。2006 年以降に関しては、地区ご

とに活動していこうということで、３つのまちづくり会社が活動しています。

札幌大通まちづくり株式会社は 2009 年から、札幌駅前通まちづくり株式会社

は 2010 年から、一般社団法人さっぽろ下町づくり社は 2018 年からとなって

います。公共的空間の活動等を通じて、都心まちづくりを展開していくため

にも、行政との連携は必須だったというふうに思っています。これが都心全

体のお話です。 

次に、札幌大通まちづくり株式会社について、引き続き服部からお話しま

す。組織の概要については、資料に書いてありますのでご覧ください。札幌

大通まちづくり株式会社で行っている公共的空間を活用した取り組みに関し

ては、歩行者天国の運営管理、木製ベンチの設置、あとは駐輪器具、いわゆ

るポロクルというサイクルポートの設置です。それ以外には、エリアマネジ

メント広告、イベント通達を使ったイベント、道路占用特例、都市利便増進

協定、道路協力団体を実施しています。この道路占用を行う取り組みに関し
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ては、札幌市及び北海道開発局の皆さんと連携をし、支援をいただきながら

運用をしているところです。それ以外にも、自転車対策や、荷さばき対策、

貸し切りバスの対策等を含めた、都心交通に関わる取り組みを行っています。 

次の写真は、すわろうテラスに関してです。これは皆さんに結構見ていた

だいていると思いますので、簡単に説明をします。路面電車のループ化事業

に合わせて、直轄国道である国道 36 号線、駅前通の観光地をコースとする交

差点に、新しい施設という形で、建築物ではなく、基礎の上にコンテナ型の

店舗を置き、食事購買施設と木製テラスを実施しています。ありがとうござ

います。 

では次に、札幌駅前通まちづくり株式会社の取り組みについて、内川さん、

お願いします。 

 

内川 札幌駅前通まちづくり株式会社の内川です。会社の概要は資料のとおりに

なっていて、私たちは道路空間である札幌駅前通地下歩行空間（チ・カ・ホ）

と札幌市北３条広場（アカプラ）、そして民有地の中にあるテラス計画とコバ

ルドオリという施設の運営をしています。その他にも、札幌大通まちづくり

株式会社さんと同じようにエリアマネジメント広告を実施し、それを背景に、

さまざまなイベントを実施しています。 

ここではアカプラとコバルドオリについてご紹介します。左のように、ア

カプラはもともと車道であった場所を、隣接するビルの建て替えに伴い、公

共貢献の一環として整備された施設です。現在は右のように広場として活用

されておりまして、年間 30 イベント程度実施しています。アカプラは札幌の

都心部の中でも四季をより感じられる空間ですので、イベントの際もそれを

意識して計画をしています。 

下のほうが 2017 年 12 月にオープンした、期間限定の施設であるコバルド

オリです。こちらは、地元の事業者さんによる店舗や、都心部に出店したい

と思っている方々に向けたチャレンジショップ、そしてさまざまなことを起

こそうということで、コバル計画というコミュニティースペースも運営して

います。左の写真は、コバルドオリ全体を使ったコバルフェスティバルです。

飲食店の皆さんには独自のメニューを作っていただきました。このしつらえ

は、常駐している運営スタッフが 2 人いますので、その 2 人によるオリジナ

ルのデザインです。右に関しては、社員が企画した、北海道に縁もゆかりも
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ない人ナイトというものです。北海道に転勤してくる方が多いので、こうい

った方々に向けたエリアならではの企画も運営しています。私からは以上で

す。 

 

近藤 最後に、一般社団法人さっぽろ下町づくり社から紹介させていただきます。

組織概要は資料に書いてあるとおりです。一番後発ですが、大通、駅前通と

創成川を挟んだ川向こうのエリアで活動をしています。かつて、ものづくり

の拠点のまちだったのですが、今や工業機能の大半が郊外移転となりまして、

その後のマンション立地の進展から営みが見える暮らしの街になっていま

す。そういった場でまちづくりのお手伝いをしています。都心にありながら

暮らしの場がありますので、住んでいる方、なりわいを持っている方々に、

この街の持っている価値を知ってもらう、共感していただいて、都心に居場

所をつくっていただきたい、そのようなことをお手伝いするための活動を始

めました。 

まだ活動を始めて日も浅いですから、たいした実績はないのですが、街の

コミュニティの拠点である神社を使って、地域の方々のつながりの場づくり

ということで、マルシェイベントを行い、街中に埋もれている物件を掘り出

して、リノベーションをしていこうというところで、下町リノベ塾というこ

とをやりました。 

それから、人の居場所をつくる前に自分たちの居場所をつくろうというこ

とで、さっぽろ下町サロンという場をつくって、八百屋をやったり小さなミ

ーティングをやったりしています。そもそも、地域に根ざした組織になりた

いということがありまして、古くからの地域の祭事のお手伝いもし、もう少

し価値を高めていこうというところで企画提案をして活性化を図るようなこ

とも進めています。簡単ですが、私からは以上です。 

 

服部 ３つのまちづくり会社の活動についてお話させていただきました。どうも

ありがとうございます。 

 

田坂 コンパクトにまとめてくださって、ありがとうございます。一応、シナリオ

上は続けて 3 会場を連続で行うということになっていますので、コメンテー

ターの方はしばらくお待ちください。福井会場、プレゼンテーションお願い

します。 

 

●サテライト会場プレゼンテーション 【福井会場】 

 
岩崎 福井市の中心市街地は、JR 福井駅を中心にして公共交通機関が集中してい

るエリアです。周りに業務エリア、商業エリア、住宅エリアという感じで、比

較的近接しています。このエリアの中で、福井駅の向こう側にアオッサとい

う再開発施設があるのですが、そこからハピリンがあります。このハピリン

も再開発ビルですが、アオッサとハピリンから西武福井店に続く通りをにぎ

わいの主要動線と位置づけまして、街のにぎわいづくりに取り組んでいると

ころです。これから、約 4年後の 2020 年 3 月には、北陸新幹線の福井駅が開

業するのですが、その開業を見込んで、今、福井駅の周辺では再開発の動きが

3件、5ブロックで発生しています。この赤枠で囲ったところです。ですので、

住まいのにぎわいづくりが今の課題です。 
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また、こういった中心市街地の再開発を全体でまちづくりとして捉えて、機

能が重複することによる供給過多であり、駐車場の運用など、関係者全体で

将来像を共有しながら情報交換を行っているところです。 

そして、こういった取り組みにおいて、官と民の間で活動している、まちづ

くり福井株式会社ですけれども、平成 12 年 2 月に福井市の第 3セクターとし

て設立されました。当初はアーケードや響のホールなどのハード整備に取り

組んできましたが、その後はイベントなどのソフト事業を中心に事業を行っ

ています。平成 19 年の中心市街地活性化基本計画の認定後は、こういったも

のに取り組んできたところです。そして平成 25 年 4 月には、都市再生推進法

人の指定を受け、平成 28 年には、先ほどの再開発ビルのハピリンに、福井市

が所有する屋根付き広場と多目的ホールがあるのですが、その二つを指定管

理で受けています。そして平成 30 年には、都市利便増進協定を結んでいると

いう状況です。道路や広場、都市公園、そういった公共的空間を、民間が利用

する取り組みだけではなく、民間の物件を民間がリノベーションして再活用

するという空間利用、これも福井ではたくさん起こっています。特にリノベ

ーションまちづくりは、4 年前から福井市の協力を得ながら取り組んでいま

して、現在では中心市街地で 10 軒以上のリノベーション物件が動いていると

いう感じです。今日は、そのようなリノベーションに取り組んでいるメンバ

ーにも一緒に来ていただいています。 

それから、今年のリノベーションの講座では、今日東京の会場にいる馬場さ

んに、スクールマスターになっていただいて、地元のリノベーション経験者

にもアドバイスする側として関わってもらうなど、できるだけ地元でリノベ

ーションまちづくりの動きを確立していこうということで取り組んでみまし

た。 

 

こういった公共的空間の利用について民間利用やリノベーションだけでは

なく、新栄テラスというところでは、官と民が土地の利用権を交換して、交換

した空間を民間に委託するという取り組みを福井市が行っています。もとも

とコインパーキングだったところを、利用権を交換して、福井市が権利を得

た場所で民間がマルシェやビアガーデンなど、居心地のいい空間として、自

由に使っているところです。 

こういった取り組みを、もう少しまちづくりの観点から説明すると、再開発

ビル、ハピリンや西武福井店、ここに集まった人たちを、にぎわいの主要動線
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に沿って動いてもらえるように道路占用許可の特例をつかって行い、その回

遊を商店街全体に広げようということで、都市利便増進協定を使って、道路

や都市公園、こういったところでまちづくり福井株式会社や、民間のグルー

プがさまざまなイベントを行っています。福井市は、こういった取り組みを

規制緩和だったり、いろいろな柔軟な解釈をして運用をしてくれたり、市民

が実施するイベントに補助などもしてくれています。このような取り組みを

することで、市民が街を自分がやりたいこと、やってみたいことができる場

所という形で認識することと、リノベーションなどで新しく生活をする場や、

働く場所として活用してもらえるようになります。そして、まちづくり会社

はその中間で、それぞれの企画や民間側のサポート、それから官と民、民と

民、こういった間に立って、いろいろな調整を行っているというところです。 

それから、街への効果という面では、これまで行政が管理していた公共的空

間を使いやすくすることで、市民は自分たちが使える場所として、改めて認

識してもらえるようになり、まちづくり会社としては、道路でバーベキュー

や運動会など、今までより少し思い切った使い方に挑戦してみるということ

ができています。駅前というと、以前は買い物をする場所としか見てもらえ

ませんでしたが、これからは自分たちが楽しむ場所として、魅力を感じても

らえるようになっていけたらいいと思っています。こういった取り組みを行

うことで、来街者が増えて、消費が増えて、新しい店舗が起きる、新しい投資

が起きる、このような良い循環をつくることが、街にとって必要な部分なの

ではないかと思っています。 

そして、最初にお話ししたように、あと 4 年ほどで福井にも新幹線が開通

するということで、そのタイミングを見据えながら、再開発事業を始め、さま

ざまな投資が起きています。ただ古いビルが新しくなる再開発事業だけでは

なく、その周りにはリノベーションまちづくりを中心にして、きちんと人の

コミュニティがあって、その街を楽しんでいる人や、街で働く人、生活してい

る人など、こういった地元の人や、駅前に遊びや仕事で来る人、そして新幹線

で県外から来る人、それぞれの人が魅力的に感じてもらえるように、中心市

街地をそういったまちづくりにしてきたいと思っています。以上です。 

 

田坂 本日のミーティングではいろいろなことにチャレンジをしています。多少、

お聞き苦しいところがあったところはお詫びをいたします。順次、回線が整

うことを祈念します。三つ目の会場である宇部会場、よろしくお願いします 

 

●サテライト会場プレゼンテーション 【山口宇部会場】 

 
宋 宇部市の若者クリエイティブコンテナ YCCU につきまして発表します。ご存

じのように、宇部市は広島から約 160km 離れており、人口は 16 万 5000 人程

度です。他の中小規模の地方都市と同じく人口減少が進んでいます。宇部市

は現在、立地適正化計画の策定を進めており、コンテナが位置しているまち

なかエリアは、都市機能誘導区域として多様な都市機能を集約していく重要

な立地的な特性を持っています。先ほどのまちなかエリアは、宇部市中心市

街地とほぼ同じ規模ですが、その左側の点線で囲んだところが中央町です。

左の写真は戦災直後の航空写真なのですが、あまり被害を受けず、今でも狭

い道路などが残っているエリアです。航空から見た中央町なのですが、左側

は宇部興産が位置しており、その工業地帯の後背地として形成されている街
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です。黄色が飲み屋街であり、昔からの商店街が通っており、その真ん中に

多世代交流スペースが整備されています。ご覧のとおり、空き地が約 25％で、

空き店舗が約 33％と、街の約半分ぐらいがあまり使われていないという状況

です。日本一のシャッター街とも呼ばれているエリアです。そのど真ん中に、

アーケードの一部を撤去し、2 つのコンテナと芝生広場が整備され、2016 年

9 月にオープンしました。 

YCCU の中の様子ですが、若者の目線から

まちなかを考える場として、2017 年 4 月に

オープンし、現在学生 6名と大学教員 2人、

スタッフ 2人で運営をしています。 

官民連携の体制ですが、宇部市が全体の整

備を行い、イベント企画やコンテナの管理

運営は YCCU と隣の POLE POLE CAFÉ が行っ

ています。コンテナの敷地は、市のものです

が、活用している芝生広場は民地で、宇部市

がオーナーさんから借地として借りていま

す。カフェのテナント料は、まちづくり会社

にぎわい宇部経由で、宇部市に入るという

形になっています。 

にぎわい宇部は、多世代交流スペースをオ

ープンする前に設立しており、空き家、空き

店舗などのサブリースなど、街の家守的な

機能を担っています。 

まちなか再生の基本的なコンセプトは、こういった芝生広場を整備し、暫

定的な利用を進めていくことで、地域全体のポテンシャルを向上させ、それ

により新たな、民の土地利用を誘導するということを目的としています。 

これから YCCU の主な活動内容をご紹介します。まず、YCCU の設立経緯とも

関係するのですが、宇部市では 2015 年から毎年、地域住民や学生によるまち

なか再生ミーティングを行っています。2年目には、若者活動拠点施設に関す

る提言書を策定し、それに基づき YCCU が設立されています。また、宇部市の

ポケットパーク整備計画に合わせて、YCCU で学生による提案を行いました。

コンテナは多様な主体が連携する場として機能しています。2 回ほどの住民

説明会を行い、実際にポケットパークの整備に協力しています。 

2 つ目は集客イベントの開催です。整備された多世代交流スペースと芝生広

場の地域住民における認知度が低いという問題があり、それに合わせて、ま

ず地域住民に知ってもらおうというイベントを企画して、2 年間やり続けて

います。また、YCCU の学生提案にも関係するのですが、イベントなどに合わ

せて、子どものための模型作りのイベントを実施し、皆が模型を通じて話し

合う機会を設けて、街の記憶や愛着を共有しています。これはイベントの様

子なのですが、真ん中の DJ は行政の方で、やぐら的なものは商店街が作って

います。照明も地元の方に設置していただいています。本当に少ない予算で、

皆ができることを話し合いながら、できるものを考えてやり続けています。 

それから、子どものイベントにも積極的に連携をしています。子どもが作

った模型を使って、皆で地域の課題について、親も含めて話し合いすること

も実施しました。 

最後に、社会実験についてです。我々はこれを出張芝生と言っていますが、

こういった芝生広場の心地よさを地域住民と共有し、宇部のど真ん中に走っ

ている、平和通りの幅広い道路空間の一部を、公園のように活用するという
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社会実験を、宇部市の歩行者天国に合わせて実施し、空き地に芝生を広げて

芝を拡張した実験をしています。 

最後になりますが、こういったいろいろな取り組みを 2年間続けています。 

また、まちづくり会社にぎわい宇部の事業ではありますが、リノベーショ

ンによる出店が、2、3年間で 8店舗増えてきています。少しずつ、良い成果

を出しているところで、これからもこのような取り組みが、いかに民間の土

地に良い影響を与えていくかを課題として考えていきたいと思います。ご静

聴ありがとうございました。 

 

●Buzz Session1 

 
田坂 ありがとうございます。各会場の皆さんには、7分という時間を申し上げて

しまった関係上、本当に駆け足で内容の濃いプレゼンテーションを組み立て

てくださっています。さて、ここで急に事務方の皆さんには申し訳ないので

すが、シナリオにないことをやってみたいと思います。ここに来ている 400

名、それからサテライト会場も含めて 500 名の皆さんは、この方達こそがエ

リアマネジメント、まちづくりの担い手の人たちである可能性、あるいは、

これから担い手になってくださる可能性のある方々です。 

今のプレゼンテーションを聞いて、実はうちも、というものが、もしかした

ら連想ゲームとして働いているとすれば、それを発言していただきたいと思

います。会場の皆さんが相互に、少しだけ、ここまでのこの 1時間と 20 分の

過ごし様について、少し言葉を発することのできる会場をつくってみたいと

思います。少し休憩時間のような時間を過ごすつもりで、会話をしてみませ

んか。これは、人というものは、他者に何かを語ろうとするときにコンテン

ツを固めていくそうです。聞いた話は忘れるそうです。覚えた話は、大事な

ところで思い出せないそうです。ただし、学習効果をとてつもなく高める方

法があるということを、デールという人が学習円錐と言っています。それは、

経験したことを自分の言葉に代えて他者に語った経験を持つということが、

その人への理解の定着になっていくということです。ですので、もし、この

まま皆さんが自分の街に帰ると、何となく良い話は聞いた、資料も手元にあ

る、何の話だっけ、とならないために、少し化学反応を会場ごと起こすとい

う仕掛けをできたらと思います。お隣の人はお仲間として来た人でも結構で

す。あるいは、知らない人だったときには、どうか田坂の顔を立てると思っ

て、少し会話をしてください。ここまでの 1 時間 20 分で知り得たお話の中

で、こういうものが頭の片隅にある、あるいは、それに触発されて、このよ

うなことが今連想ゲームで働いているということを、ほんの 5 分で結構です

ので、会話をしていただきたいと思っています。必ずや、そのことから未来

がつくられていくというふうに思います。単純な感想の交換で結構です。ほ

んの 3 分から 5 分くらいの時間、その間にまたコメンテーターの皆さんも、

恐らく論点を整理して、5分後にはもう一度壇上が引き取って、壇上の皆さん

で、しみじみとサテライト会場のコンテンツを読み解くというコーナーを送

って 16 時 10 分までの時間を過ごしたいと思います。休憩時間 16 時 10 分ま

でが多少長いなというところかもしませんが、生理的現象に耐えきれない方

は、このバズセッションの間も休憩時間として活用してください。とにかく、

少し会話をしてみましょう。言葉を発してみましょうという、3 分から 5 分

の時間を使わせてください。では、お隣の人は答えてあげてください。よろ
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しくお願いします。バズセッションのコーナーを持ちたいと思います。お願

いします。 

 

（Buzz Session1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●トークセッション ～官・民の関係性、それぞれの役割と立ち位置について～ 

 
田坂 皆さん、ありがとうございます。もしかすると、これは 5分ではなく、この

まま懇親会にいったほうが良いのかもしれません。口がだんだんと滑らかに

なってきて、こういうことを他者に伝えたいというものが、徐々に強いコン

テンツの力を持つとき、必ずそれは、皆さんがそうやって今日のお隣の人に

話したかのごとく、そのコンテンツは皆さんの地元の持ち場に帰って、その

まま人を動かしていくものになっていくと思います。壇上でも、実は鋭い指

摘が行われています。今日は、それも含めて、本当の官民ボーダーレスに迫っ

ていこうという趣旨ですので、コメンテーターの皆さんの中で何が起きてい

るかということを紹介していただこうと思います。 

このバズセッションのコーナーは、本来であれば後半に用意していました。

後半でのバズセッションは、この会場の皆さんがどのようなおしゃべりを行

ったか、壇上の方々にヒアリングしていただいて、それから後半のシナリオ

なきところに踏み込んでいくというために、もう一度後半にも、5時を超えた

辺りでバズセッションをお願いしたいと思いますので、どうかご協力をお願

いします。この時間帯におけるバズセッションは、この会場の皆さんの熱を

いただいて、そのまま 4 人のコメンテーターの方々のコメントと、それから

三つのサテライト会場のプレゼンテーションを受けて、ここから、どのよう

に公共的空間、官民ボーダーレスというものを現状から理解していこうかと

いう試みから行いたいと思います。 

どうでしょうか。何か琴線に触れるところがあった、あるいは、こういうこ

とのコメントを発して何かしらのテーマをつくっていきたいというものがあ

る方はいますか。それではこれは馬場さんから聞いていきます。あるいは、こ

の会場のこの人に聞いてみたいということも大歓迎します。馬場さん、よろ

しくお願いします。 

 

馬場 あえて、少し挑発モードでいきます。今日は佐藤さんと僕がここに立ってい

るということは、国土交通省もそれなりの覚悟だろうと思います。要するに、

本当にパブリックな空間を民が担える構造を日本がつくれるかどうかという

ことを、今問われています。そのためには、僕らはリスクを背負って、家賃を

【東京会場】 【福井会場】 
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払って、稼がなければなりません。僕らが行政制度に、そして市民に理解して

もらいたいと本当に思うことは、パブリックマインドを持って事業に取り組

もうと思っていますので、それが可能なフィールドを用意してほしいという

ことです。組織的に、制度的に、それからコンセンサス、民意的にということ

だと思います。 

例えば、僕が説明をした山形の小さな本屋さんは、もう街の庭のようになっ

ているのですが、学生たちがクラウドファウンディングでお金を集めて、完

全に民のお金でやっています。それが、パブリックに還元されていることに、

美しい物語が生まれています。沼津の INN THE PARK という公園も、行政から

民が借地して、投資も民でなんとか行って、本当に儲けがないということを

考えながら、必死に経営をしている努力の末にあの場所ができています。だ

からこそ、あの場所は、お客さんがたくさん来て話題にもなっているのだと

思います。要するに、僕は今、公共空間をどのように民が担うことが可能なの

かの挑戦をし続けているような感覚になっています。 

沼津の頼もしいところは、行政側がオーナー的プロジェクトチームをつく

って、この経営、この事業、このアクティビティをどうすれば実現できるかと

いうことを、制度にしろ、組織にしろ、一緒に考えてくれました。普通は逆

に、そのようなことをやるとき、敵対します。民は勝手なことを言うけど、都

市公園法があるからできるわけがないと言われることが 8 割です。ですが、

沼津は違いましたのでできました。住民への施設説明責任は圧倒的に行政に

ありますから、行政は責任を一緒にとろうとしてくれたわけです。 

であれば、僕らも必死で考えるというふうになるのです。同じ船に乗れるか

どうかだと思っていて、今までのまちづくり会社は、どうしても官主導で、第

三セクターで、株主も 50％以上が官であったりして、企画報告がいろいろあ

って、いじめられたりするという目にも遭っていますが、そのような日本の

状況からどう脱するかということが、公民連携の、次の時代のポイントだと

思っています。紹介していただいたエリアマネジメントの事例が、どの程度

経営モードに乗っているのかというところは問うてみたいですし、特に地方

都市の場合で、いきなり全てフル経営というものは難しかったとしても、そ

の中で民間経営にシフ

トしていこうというシ

ナリオを描いているの

かというところに、議論

をしなければいけない

ことの本質があると思

います。佐藤さん、どう

ですか。 

 

佐藤裕久 まさしく、例えば宇部会場で、運営財源は宇部市の助成金となっています

が、もしも助成金が止まっても、この事業は継続力がありますか。 

 

田坂 4 人のコメントに疑問符が付くようなものは、いったん四つ並べて、順次聞

くものを決めるようにしましょう。疑問符の場合は、疑問の丈をお願いしま

す。 

 

佐藤裕久 実は聞こうとしたことは、何も民間が、いわゆるビジネスとして成立させる

ということだけが良いとは思っていません。これは公共性が強いだろうとい

うことに、何らかの公的なお金が使われて、アシストしていくということは
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非常に大事だと思います。 

ただ、例えばうちは京都府立植物園でカフェをやっているのですが、もとも

とは当時の山田知事が公募を掛けました。その掛けられた要因も、植物園は

非常に良いイメージがあると思うのですが、皆さん、気付いてください。夜に

なると、ものすごく治安が悪い場所なのです。誰もおらず、ずっと壁が続くの

です。そうすると、普通であれば変質者がいれば、お店に入り、民家に助けを

請うことができますが、ずっとブロックの壁なのです。助けようがありませ

ん。ですから、そのために治安維持も含めて、こういうところににぎわい施設

を造りたいという思いで、府は募集を掛けました。ですが、1人も 1社も応募

がありませんでした。大阪の中之島などは本当にブルーシートがたくさんあ

って、女性と子どもは近づかない場所でした。僕たちはそこで店をやってい

て、しかも今は年間 18 万人も来てくれています。そのような場所でなぜでき

たのかということが、府の局長からの質問で非常に微妙ですが、実はそこか

らのプロセスでした。 

今は現存しないから、誰もないものを信用しません。あるものは理解します

から、ないものを突破するためには、僕は二つの力がいると思っています。一

つは、僕たちのようにチャレンジングしている民間企業、もう一つは何らか

のアシストをして、共通の思いの中でやっていく行政機関、この二つの機能

がうまく回っていくと、実は今、見過ごされている公的空間、公的スペース

が、大変な宝の山になっていくと思います。 

ですから、宇部でやられていることが、例えば助成金で成立していて、本当

に民間企業を招くような一つの誘い水になるということであれば大賛成です

し、むしろ、素晴らしいことだと思います。僕らのようにチャレンジングして

いく会社だけでやっていくということはリスクです。1 軒のカフェを作ろう

と思うと、億かかります。ですが、それぐらいのお金をかける覚悟の、民間の

エネルギーが、街を変えるというためには必要です。500 万円程度でカフェを

作っても人は来ません。本気で投資をしてやるという覚悟を持ってやってい

ます。実は今、国土交通省が公共用地に民間を誘致する覚悟を、特に 5 年ぐ

らい打ち出してこられているということは、決して国土交通省などの行政に

おべんちゃらを言っているわけではありませんし、僕は敵に回しても何も困

ることがないので言いますが、最近の風潮は非常に良いです。これは、明らか

に役所が変わってきたことだと思います。これは点数稼ぎです。保井さんに、

バトンタッチします。 

 

保井 どういう立場からいきましょうか。三つのサテライト会場の皆さんは、全

員、全国エリアマネジメントネットワークに入っていただいています。この

ような立場もあります。それだけではなく、実は国土交通省が変わってきた

というようなお話がありましたが、私も公有地に民間の活力、エネルギーを

注入して変えていこうという取り組み、特に例えば Park-PFI や、広場化して
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いくなど、そういうことに本当に今、5、6 カ所は関わって、ビジョンをつく

ったり、事業者選定に関わったり、その後の伴走をしていたりというような

ことがあります。本当に変わってきているというふうに思います。 

そのときに、私がそういうことになぜ関わっているかと言いますと、恐ら

く、官民ボーダーレスという今日のテーマですが、とはいえ、敷地の所有や管

理は決まっています。そうなったときに、公有地は所有者なり管理者がそこ

を考えています。例えば、Park-PFI になり、民間の事業者が入ったとしても、

どうしても公園の中の話、あるいは事業区域の中の話で完結してしまいます。

その後、例えば隣の道をどう変えていくべきか、どのような流れをつくって

いくべきか、場面として、どういうホスピタリティを描いて、エリアとしての

稼ぐ力を上げていくか、というようなことを考える仕組みを、どう考えてい

くのか。あるいは、まさに民が取り組むような土壌をどうつくっていくかと

いうところです。そこが、このように変わりゆく時期だからこそ、そのような

ものも一緒につくっていかなければいけないと思います。 

これが、確かに今日の事例でもありましたが、行政のお金で始まっていると

いうことはあると思います。例えば、南池袋公園の nest の話も、区がやろう

という意味を持って、nest に少しお金を出してやっているという現状があり

ますが、恐らく馬場さんも、それが自立していくように収益力を高めて、民が

主導して、そのエリアの価値を高めていくというストーリーを持っていると

思いますので、恐らく宇部もそのようなストーリーがあるのではないかと思

います。ぜひ、そこの官がエリアの価値を上げていくような仕組みをつくっ

ていきつつ、それが民の中で、あるいは官と民の連携の中で、どのように自立

して、例えば助成金、補助金が終わっても続くモデルを描いているのかとい

うところは、全体で悩んでいるところではありますが、地域の中でも考えが

あると思いますし、取り組みがあると思いますので、その辺も突っ込んで情

報をシェアしてもらうと、また次の議論につながるのではないでしょうか。 

 

佐藤守孝 今、札幌、福井、山口のお話をいただきました。福井ではリノベーションの

物件が 10 軒以上、山口でも 8軒程度出てきていると聞きました。北九州で始

まったリノベーションまちづくりは、小さいところから始めて、投資回収期

間を短期間にして、そして街にハードではなくてソフト、需要から入ってい

く、その需要をどう見つけようかということから始まって、それが今、全国

50 地域以上に広がっているという状況だと承知しています。 

先ほど、佐藤社長からご指摘いただいたのは、本当に官にやる気があるのか

ということだと思います。小さいところからのスタートも徐々に出てきてい

て、つながっていく支援を国でも、この 2、3年力を入れてやっています。国

土交通省都市局まちづくり推進課では、信用金庫、中央金庫などとパートナ

ー協定を結んで、これまではメガバンクしかお客さんとして付き合っていま

せんでしたが、一番街の身近なところから、いろいろ投資回収のために、事業

性をいかに高めていくかというお手伝いをしています。 

それからもう一つご紹介しますと、先ほど言い忘れましたが、保井先生も言

っていた Park-PFI で公園の中に民間がカフェを作って、その事業収入で公園

整備も担ってもらう仕組みです。この仕組みはどんどん広がろうとしていま

す。このモデルになったのが、南池袋公園の取り組みです。もう一つは、昨年

の国会で成立しました、都市のスポンジ化対策としての都市再生特別措置法

の改正です。この法律では、利用権として、暫定でも良いから土地を利用しよ

うという仕組みを創設しました。これは市町村が主導して計画をつくり、関

係者に働きかけて合意を得たら一気に一括で利用権が設定されるという計画
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です。そのモデルが、先ほど福井から紹介された新栄テラスです。私どもの動

きも、民間のいろいろな方々の情報をいただいて、教えていただければ、そこ

の情報をさらに取りに行って、解決できなことも多いのですが、いろいろな

悩みや苦労も、一緒に悩んでいくということをやろうとしています。先ほど

馬場さんからご紹介のあった沼津市でも、市の中に横断的な組織をつくり、

ワンストップ窓口で民に寄り添う取組をしています。 

以上でご紹介はやめますが、国がそのように動き出していることは、補助金

をあげるというようなことではないのですが、自治体の皆さま方、民間の皆

さんとの、協働の中で全国から聞こえてくるいろいろな動きを、少しでもい

いねと思えたら、皆でやっていくということはしています。 

 

佐藤裕久 一瞬だけ差し込ませてください。今、佐藤さんがおっしゃったことで、そう

だなと思ったことがあります。大きな投資が必要だという言い方をしました

が、大きな投資だけが良いわけではありません。僕は最終的に街を本当に盛

り上げていくのは、その街に生まれ、生き、もしくはやってきて、そこで営み

をされている方が、その街を愛して、その街の中でしか起こり得ないものを

やることだと思います。 

今、信用金庫の取り組みも素晴らしくて、小さい投資だから駄目だというこ

とではありません。大きな投資は、当然我々のような企業体がするべきです。

ただ、そのリスクを張ってやったことによって、人が来る、もしくは街の自信

が取り戻せる、ということがある。うちの街は駄目だと思っていたけれども、

いろいろなところから来てくださったり、雑誌に載ったり、ましてやテレビ

の取材が入って、何かにぎわってきた、この街もいいところがたくさんある

のではないかと思った時に、その街で今までやっていらした、いろいろな民

間の方が、もう一度やろうという勇気を持てることのきっかけに、助成金や、

もしくは我々のような企業体が投資していくべきだと思います。ですから、

本当の意味での、街の繁栄は、個人店です。それは絶対に、行政として見失わ

ずに、絶対にサポートしていってあげてほしいと思います。 

 

馬場 僕も一つだけ入れたいと思います。今、民で自立することを強調しすぎまし

たが、次の行政のモードは、特に地方都市はそうだと思うのですが、地元最大

の投資企業だというふうに思うモードはないのかと思います。結果的に行政

が、イニシャルコストなどを助成金で初期投資をしないと何も動かないとい

う状況にあることは間違いありません。これは民も公もありません。 
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誰かがリスクテイクをして、投資をして、ただ、投資をする側は経営を判断

する場合は、必ずリターンがあって、投資利回り何％ならば事業が回るのか

という考え方で、民間はやります。行政にも、その感覚を持っても良い時代が

やってこようとしているのではないでしょうか。平たく言いますと、利回り

は民よりもゆっくりで良いわけです。絶対に公が担わなければならない福祉

などもありますので、そこの場合は差し引いても良いと僕は思います。 

僕も九州で育ちましたので、田舎ですとスタートアップにいきなり民がお

金を出すことは無理ですので、行政が民間の経営感覚を持ってプロジェクト

に投資して、その後の税収や賃貸のお金など、長い時間をかけて回収してい

くというモデルをしっかり持てれば、ただ税金投入ではなく、ポジティブな

投資に見える気がします。そういうモードになっていく意味においては、助

成金や補助金は有効に働かせるべきだと思います。 

 

田坂 さて、サテライトに聞いてみましょう。二つ質問をしてみたいと思います。

三つのサテライトとも答えていただけるとありがたいです。 

財源は補助金ですか。そうであれば、止まったらどうしますか。 

それから、それに付随して、あなた方の活動はどの程度経営モードですか。 

この二つをサテライトに質問していいでしょうか。的確に正確に答える必

要はなく、今の雑感で結構です。あるいは、この東京の、壇上の皆さんのコメ

ントを聞いてどう思ったかという、コメントへのコメントでも結構です。サ

テライトからのお言葉をいただきたいと思います。このようにむちゃぶりを

してもいい状態ですか。プレゼンテーションをしていただいた順にお尋ねし

ます。札幌、福井、宇部という順番にお答えいただけると助かります。 

 

服部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内川 

分かりました。まず一つ目が、財源に補助金が入っているかどうかという話

でいいでしょうか。うちは三つありますので、もしかすると、それぞれ違うか

もしれませんが、札幌大通まちづくり株式会社の場合は、基本的には売り上

げベースをしながら、運営費のほうに補助金が入っているということはあり

ません。ですので、止まったらどうするかということを考えますと、止まらな

いように新規事業をどのように開拓していくかというところが大切だと思っ

ています。そのような意味では、地域と接点を持ちながら、どのような形で経

営をしていくかということを常日ごろから考えているということが現状で

す。 

では駅前通まちづくり株式会社の場合はどうでしょうか。 

 

駅前通まちづくり株式会社の場合は、メインの収入は公共空間の利活用に

伴う広場の利用料だと思いますので、その売上げが下がった場合どうするか

という考え方はあるかもしれません。基本的には札幌大通まちづくり株式会

社と同じように、運営費に関して言いますと、補助金等はいただいていませ

ん。指定管理で広場を活用していく以上、その施設のポテンシャルを上げて

いく必要がありますので、それと売上とのバランスをうまくつくっていけれ

ばいいかと思っています。 

では(一社)さっぽろ下町づくり社の近藤さん、お願いします。 

 

近藤 諸先輩がたと全然規模が違いますので、なんとも言えませんが、基本的に補

助金ありきで活動するというスタンスは取っていません。事業ごとに入れて

いる場合もあるのですが、原則としては地域の協賛なりサポーターという形

で運営資金を募りつつ、事業ごとに売り上げを創っていくことで収支を合わ
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せています。経営に関しては、自分たちでも拠点を持ち、運営しているという

こともありますので、そこを持続させるためには、事業性というものはきち

んと考えなければいけないという意味合いでの計画は、持ち合わせているつ

もりです。 

 

田坂 ありがとうございます。それでは福井に移ります。よろしくお願いします。 

 

岩崎 まちづくり福井では、まず道路空間の利活用でお答えをしますと、先ほど説

明した道路を使う部分については、補助金はほとんど入っていません。動き

始めるときに、設備投資で少し補助をいただいていますが、運用をする中で

の補助はなく、逆に都市利便増進協定を結ぶ際には、民間に使ってもらう際

に利用料をいただいています。その中で収入に見合う維持費を捻出していま

す。リノベーションと新栄テラスはそれぞれから話をしてもらいます。 

 

宮田 新栄テラス運営委員会です。新栄テラスの形態は少し特殊ですので、詳しく

言いますと長くなりますので言いませんが、基本的には補助金は入っていま

せん。 

 

高岡 私はプレーヤー側で、2年前に福井に Uターンをして、事業を運営して民間

の側になっています。先ほどの新栄テラスの周りに、今、3店舗、4店舗程度

の小さな事業者の方がお店を出されたりしています。まちづくり福井のほう

に相談すると、例えば不動産ラインに乗っていない空き家などの相談ができ

たり、いわゆる公共の市や県の方にも話が通じやすいと言いますか、我々か

らすると、非常にやりやすいという意味で、実質的なお金の話ではありませ

んが、包括的に見ると非常に効果があると感じています。 

 

岩崎 補足しますと、再開発事業で指定管理を受けている空間（ハピリン）につい

ては、3年契約、5年契約という感じで、指定管理事業費をいただいて、その

範囲の中でイベントを行っています。それ以外に、空間をお貸しする際の利

用料をいただいて、それも運用の一部になっています。再開発事業としての

公共的空間だけではなく、別に活用できる場所があるということです。以上

です。 

 

田坂 ありがとうございます。続いて、宇部会場、お願いします。 

 

小林 我々は、運営としての大学、そして行政、民間の 3社で協働した形で活動を

していますので、それぞれ 1名ずつ代表をしてお話をします。 

まず、大学の人間として私からお話をしますと、こちらの活動は、当初は宇

部市からのお話で、それを契機に始めることになりました。今日は皆さんに

周辺の地区の状況をお見せできませんので残念ですが、先ほど、宋先生の説

明にあったとおり、周辺はもともとアーケード街なのですがシャッター街で、

炭鉱の採掘のトンネルのようなひどいありさまで、まず治安が悪かったとい

うことがあります。そして、その周辺をどうにかしなければいけないという

ことで、区画整理などいろいろなことが立ち上がったのですが、なかなかう

まくいかなかったということもありまして、もともとは行政の問題意識が非

常に大きかったのだろうと、我々は認識しています。 

ですので、どちらかというと、先ほど馬場さんのお話にあったとおり、まち

の再生において最大の投資家は行政だというふうに、私どもは思っていて、
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行政の列に乗っかるという形で活動に参加しています。主にコンテナの指定

管理にかかるものや、運営に関するものを助成金としていただいています。

その中で、特に大学としては、ある意味、都市計画の人間が入っていますの

で、公共的な立場でも参加していますし、かといって、どちらかというと民と

いった感覚も持ち合わせて参加していますので、3者協働の中では、行政と民

間の間に立つものという形で、調整役として我々が入っていると思っていま

す。 

宇部市の冨田さんにお話を変わります。 

 

冨田 

(宇部市) 

官の立場からお話をします。先ほど、小林さんが言われたとおり、ここは密

集市街地にあり古い建物は除却してもらいました。除却した跡は、新しい家

が建たずにどんどん駐車場になっていくという事態が発生しまして、どうし

ても官が引っ張っていくしかないということで、民間の土地を借り受けて、

このような施設を作りました。まず官が、ある程度、このような小さな都市は

引っ張っていかないと街が動かないだろうということで、徐々にですが引っ

張っていって、地元の方々にもリノベーションをしていただき、少しずつ街

が変わってきています。また、㈱にぎわい宇部という会社についても、まだ立

ち上がって 3 年目ですが、徐々に自立したまちづくりをしていくということ

で、若干私どもの方から補助金を出していますが、最終的には自立した形で

まちづくりをしていこうという形で動いていただいています。ですから、ず

っと官が全てやるということではなく、ある程度街が動き出すと、官が後ろ

に回って、民が前に出ていくという形で進めていこうと考えています。以上

です。 

 

富岡 

(POREPORE 

CAFE) 

カフェを運営している富岡です。民間

の立場で、厳しい形で言いますと、今の

ところは全然儲かっていないという現

状です。一気に開発をして、きれいにし

て、人通りが多くなって、そこで飲食店

なりを運営しませんかという声が掛か

りますと、飲食店側もどんどんやりたい

という声になると思うのですが、まだま

だ人が集まらない場所を変えたいとい

うところの段階で、そこで飲食店を運営

してくれと言われても、恐らくこの街の

人たちはなかなかイエスとは言わない

現状です。私は変わり者ですので、なん

とか変えてやろうという形で頑張っています。 

この中で、少しずつ街が変わって、きれいになっていって、人通りがどんど

ん増えてくれば、恐らく街の飲食店の方々も、あそこで商売をやるとうまく

いくし、行政が少しバックアップしてくれて、開業資金などをうまく回せる

という形であれば、リスクは少なく、より開業したいという若者も増えてい

くのではないでしょうか。街も、それほどすぐに全てをきれいにできるわけ

ではなく、この 2 年かけてもまだ進んでいない現状ですので、今はまだ辛抱

のときだと思います。また、私個人としては、経営の部分でしっかり店を繁盛

させていくことで、周りの飲食店さんに、うまくいく結果を見せていくしか

ありません。あまり行政に頼らなくてやっていける方法を考えてやっている

現状です。以上です。 
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田坂 4 人の反応が鋭くて、さらに、ここを続けようというところだと思いますが、

実は、今こそ後半の都市経営とは何かというテーマに、かなり鋭く切り込ん

でいる部分だと思われます。まさに、民と官がどのように一つの都市を経営

していくのだというところに到達できるのかというところで、この一つ一つ

のお言葉を、後半に引き受けたいと思います。 

前半の最後、あと 5分の中でいただきたいコメントは、民、あるいは経営か

らのいくつものコメントと並んで、仕組みや何か立ち位置のようなものにつ

いての疑問符も出ていました。これについては、むしろ、実は保井先生と、佐

藤課長に、今までのコメントを聞いてどうでしたか、ということをお二人に

いただいて、前半を終わろうと思います。一つは、本当に公共的空間を民が担

える社会をつくろうとしているのですか。それは現実味がありますか、とい

うことと、それから、そのために官はどのようにエリアの価値を高めていく

つもりですか。あるいは、民が取り組む土俵をどのようにつくれば良いです

か。 

今は、例えば宇部のお言葉にもありましたように、変わり者が変えるという

ように、本当に奇特な人が出ればうまくいくのですが、奇特な人が出てくる

までは何もできないということでは、民が取り組み土壌をつくったとは言え

ないところがあります。この土壌づくりについてはどうでしょうか。本当に

民が担える社会をつくろうとしているのか、官がエリアの価値を高める仕組

みはどういうことか、もしくは、民

が取り組み土壌をつくるとはどの

ような感じかということを、お二人

の方にコメントをお願いします。 

これは簡単な答えで結構ですし、

直球の答えになっていなくても結

構です。それについての感想でも結

構です。このような疑問形、テーマ、

問いかけが、この会場にあるという

ことについて、お言葉をいただい

て、前半の締めになると良いなと思

っています。 

 

保井 全く直球ではなくても良いでしょうか。これまでのコメンテーターの話と、

それから、サテライト会場からのコメントをお伺いしていて、ここを整理し

なければいけないと思ったものが、後半が都市経営になりますので、私がエ

リアマネジメントの話をするときには、よくマネージャー、プレーヤー、サポ

ーターという 3 層に分けてお話をします。今日も福井でも、僕はプレーヤー

の方だという方がいました。要するに、事業をしてしっかり稼いでいくとい

う方々は、街の中に本当に大事なコンテンツをつくっていく方で、プレーヤ

ーと定義するとします。恐らく街全体を眺めるまちづくり会社や、エリアマ

ネジメントはマネージャーで少し違う立場なのだろうと思います。それは先

ほどお話したように、エリアとしてのプロモーションですし、エリアの中に

あるいろいろな、場合によっては社会問題というような、先ほどホームレス

の話もしましたが、そのようなものを、どのようにイノベーティブなアプロ

ーチで解決していくのかというような形かもしれませんし、とにかくそのエ

リアの価値の最大化をしていくというような役回りです。これは、1者でやれ

るというよりは、官側と民側の両側からのコミットがないと絶対にできませ
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ん。しかも、今までの民の体制では、ひょっとするとできないかもしれないと

いうところにも、難しさがあります。まさにパブリックマインドを持ってい

る、場合によっては変わり者の民の方々なども含めて、そのような新しい、こ

れからのパブリックをつくっていこうとしている民と行政が一緒になってつ

くっていくというような仕組みなのだろうと思います。 

とはいえ、それがずっと補助金でやっていくようなモデルもないわけです

ので、マネジメントはどうやっていけるかというモデルが必要なのではない

でしょうか。それから事業に関しても、変わり者だというような話も出まし

たが、その方の投資だけで完結するのではなく、その方に公共的機能も持っ

ていただこうということが、これからの社会だとしますと、そこに、いわばギ

ャップファイナンスのような、その機能に対して官はどれだけ投資をしてい

くのか。また、先ほど自立へのステップと言いましたが、再開発などは、終わ

ればあとは地域によろしくと言って、急に自治会や商店街の世界にいくよう

なことが、よく地域の中にあります。そうではなくて、そこに対して、今度は

3年なり 5年なりの間、官が支援をしていって、民に自立していただこうとい

うような仕組みづくりを、プレーヤーやマネ―ジャーに対して、将来にわた

って街の価値を上げていくための仕組みを、どうつくっていくかというスト

ーリーをつくっていくと、まさに本当に民が公共をきちんと分担をしながら

になっていく社会になっていきますし、官の方も、そのような民に対して、ど

んどんマーケットを開いていくというような社会になっていくのではないか

と思います。全く直球ではなくて、すみません。 

 

佐藤守孝 国土交通省まちづくり推進課としてのコメントを申し上げますと、公共的

空間を民が担うのかということを国が本気で進めていく気なのかということ

については、これは本気です。毎日、そのような仕事をやっています。もちろ

んエリアによって、その地域によって、いろいろな特性やマーケットがあり

ます。ただ、大事なことは、市場経済の中で、いろいろな社会課題も含めて、

楽しみながら、稼ぎながら、そして地域の皆さんが、幸せになれるようなこと

は、これはお叱りを受けるかもしれませんが、官の世界にいるだけでは、恐ら

くできないのではないかと思います。官の仕事は、常にその街や都市がどの

ようになるべきかということを考えて、街の将来像や、方向性を示すことで、

これは官が責任を持って住民の付託を得てやらなければいけません。 

ただ、どこまで細かく示すかというさじ加減があると思いますが民間の主

体に徹底的に寄り添っていくことが大切だと思っています。ですが、制度の

壁があってなかなか寄り添えない部分があるのも否めません。ボーダーレス

を考えれば考えるほどボーダーがあるということを意識するような日々で

す。 

そのようなことを悩みながらも、ボーダーレスというものが国土交通省の

生産性革命プロジェクトの一つとして、昨年 5月に位置づけられましたので、

街の魅力を、それこそ言葉どおり、皆で高めていくために、官の役割というも

のを考えながら進めていきたいと思っています。今日は、自治体の方もいま

すので、ぜひ馬場さんと佐藤社長のシビアな現場の話を後半で改めてお伺い

できれば、なお参考になるかと思っています。ありがとうございます。 

 

田坂 ありがとうございます。ここで 4 時間というマラソンのような、ミーティ

ングの中間の休憩を挟みたいと思います。正確な時計で 10 分後に、24 分まで

休憩を挟みたいと思います。まずは、サテライト会場を含めて、登壇してくだ

さったコメンテーター、それから会場運営の皆さん、お疲れさまでした。後半
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戦は、するどく都市経営というテーマに切り込んでいきたいと思います。ま

た、皆さんのご参加とご協力を求めたいと思います。まずは前半でした、どう

もお疲れさまでした。 

 

司会(橋口) どうも、ありがとうございました。それでは、ここで 10 分間の休憩に入り

ます。目安として 16 時 24 分になります。ホールを出たところに、トイレが

1カ所ございます。エスカレーターで下りた、1階の奥のお手洗いも利用可能

ですので、ご利用いただければと思います。また、喫煙は所定の場所でお願い

します。よろしく願いします。 

 

（休憩） 

 

トークセッション 《 後半 【未来を語る】 》 

●リアルタイムアンケート 

 

司会(橋口) それでは皆さま、お待たせいたしました。また、ご協力ありがとうございま

す。では後半を始めます。後半は、未来を語るというテーマで、都市経営とし

ての官民ボーダーレスで進める、これからのまちづくりについて、トークセ

ッションをしていただきます。 

その前に、まず皆さんに事前アンケートにお答えいただいた、最後の質問の

ご紹介が残っていましたので、まずその集計結果をご紹介します。サテライ

ト会場から先ほどご紹介いただいた活動場所で、皆さま方に、行ったことが

ある場所はありますかということを質問しました。どこにも行ったことがな

いとお答えいただいたものが半分程度という傾向です。ぜひ、今日の場所に

皆さん足を運んでいただきたいと思います。 

それから、先ほどもご参加いただきましたリアルタイムアンケートを後半

のトークセッションの前に行いたいと思います。先ほどは、300 名を超える皆

さんにご参加いただきましたが、2回目ということで、ぜひスマートフォンを

ご用意いただきまして、ご準備をお願いします。 

後半は、この二つの質問を用意しています。まず民の方にお答えいただきま

す。「まちづくりを進めるにあたって、信頼できる官のパートナーはいます

か。」。こちらは民の方がお答えください。それから次は、官の方にお聞きしま

す。「まちづくりを進めるにあたって、信頼できる民のパートナーはいます

か。」という質問をお答えいただきたいと思います。先ほどお答えいただいた

QR コードと同じ画面からご回答いただけるシステムになっていますので、先

ほどお答えいただけなかった方も、ぜひ 2 回目からご参加いただきたいと思

います。2回目ということで、皆さん、お答えをいただけているという雰囲気

はありますが、一応、スクリーンにもう一度スマートフォンの操作手順を映

しています。ご不明な方がいらっしゃいましたら教えてください。こちらで

見ている限り、皆さん、手慣れてお答えいただけたと思います。 

では、ここで集計を締め切ります。サテライト会場も確認をします。お答え

いただきましたら手を振って教えてください。ありがとうございます。前回

に引き続きまして、ご入力いただきました皆さん、どうもありがとうござい

ました。今、集計に入っています。休憩中もポスターセッションに足を運んで

いただいた方もいらっしゃいますが、今日は 25 団体の都市再生推進法人の方
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にポスターセッションとしてご協力いただいています。平成 30 年に新規に指

定された団体もいますし、指定団体として活動歴の長い団体のポスターも掲

載しています。本日の会が終わった後も、ポスターの近くに各団体の担当者

がいますので、ぜひ取り組みについて情報交換をしてもらう場になればと思

います。 

それから、ポスターセッションの場に国土交通省の相談ブースも設けてい

ます。自治体の皆さまと民間のパートナーの橋渡しができるように、平成 31

年の予算案の取り組みなども含めて、個別のご相談も受け付けていますので、

ぜひお気軽にお立ち寄りください。 

また、先ほど休憩中にスクリーンで映した、全国各地の民間主導のモデルプ

ロジェクトを集めたパンフレットなどもご用意しています。このパンフレッ

トは、今日多くの部数を持ってきたのですが、皆さんにご好評いただいて、既

に無くなってしまいました。国土交通省にも用意をしていますので、手に取

ってみたいという方はお気軽にまちづくり推進課までお問い合わせくださ

い。 

では集計結果がまとまりましたので、結果は田坂先生に、後半のトークセッ

ションの始まりとともにお願いをしたいと思います。よろしくお願いします。 

 

田坂 結果の表示をお願いします。民の方にお聞きします。「まちづくりを進める

にあたり、信頼できる官のパートナーはいますか。」については「いる」が 60％

です。これはとても希望の見えることではないでしょうか。一方、60％しかい

ないのかという見方もあるでしょうか。60％の人が、「いる」というふうに答

えています。 

もう一つ聞きました。官の方に聞きます。「まちづくりを進めるにあたり、

信頼できる民のパートナーはいますか。」について「いる」という方が 56％、

もしかするとこれは、同じぐらいという言い方ができるのでしょうか。6割程

度の人は、官の方から、民の方から、パートナーシップがあるようです。 

一方、40％が立ち往生しています。官には仲間がいない、民には仲間がいな

い、という状態をどうしていくかということは、もしかすると官民ボーダー

レスということの大きな課題なのかもしれません。ご協力ありがとうござい

ました。 
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●トークセッション ～都市経営の根幹について～ 

 
田坂 さて、少し前半を振り返りながら、例えば、今、皆さんと一緒に聞いたサテ

ライト会場の事例も、公共的空間をつくるにあたって、公共側からスタート

している事例、民間からスタートしている事例、それに対して、コメンテータ

ーの方がいろいろな視点を持ち込んでいました。そもそも、このミーティン

グは、本当に公共的空間を民が担える社会を、一体我々はつくろうとしてい

るのだろうか。ここで国土交通省という名指しの仕方をするのではなく、い

ったん、我々はというふうに言ってみましょうか。もしかすると、自信がない

という陣営がいたとすると、それはなぜですかという捉え方をしてみましょ

う。その中で、一体皆、どの程度経営モードなのかというところが、前半の中

でのトークセッションの柱になっていきました。行政を地元最大の投資機関

と捉えるという考え方はどうかという捉え直しという提案も出てきました。

あるいは実際の活動をしている方からは、地域と接点を持ちながら、新規事

業を常に考えているということであり、まだ儲かっていない、今は辛抱のと

きだということや、包括的な効果を目論んでいるので、何も経営目線の売り

上げや利益だけではない、包括的な効果ということについても、もしかする

とメスを入れていく必要があるかもしれません。 

佐藤社長からは二つのものが突破力になるという話がありました。それは

民間のチャレンジと、公的なスタートアップやリーダーシップを担保する力

で、それを正当化することで、そのチャレンジが行えるというモデルも示さ

れました。小さなところからスタートするという話もありました。あるいは、

変わり者が変えるという覚悟を持ったけれども、まだ辛抱だという話もあり

ました。それから、動きは市民の誇りを取り戻す、あるいは治安維持への効果

というものも実は大きなことではないだろうか、これらの社会課題も含めて

楽しみながらやっていくということが、新しいエリアマネジメントではない

だろうか。パブリックマインドをどう高めていくのか、あるいは、ギャップフ

ァイナンスのような仕組みを使いながら、どのように分担とマーケット開発

をしていくのかということが、官民ボーダーレスの大きな柱になっていくの

ではないかということがありました。 

ここからは 3 つのことをやりたいと思います。休憩時間を挟んで、コメン

テーターの皆さんに前半からの議論の続きをお願いするとともに、たびたび

サテライト会場にお話を振りたいと思います。また、ここにいる会場の皆さ

んには、バズセッションという形での参加をお願いするという、3つのことを

行って、最終的にはリレーアイデアという形で、このようなアイデアで突破

できるというものを、ここに並べて、17 時 45 分というトークセッションの終

わりを迎えたいと思っています。 

前半の中で、都市経営という後半のテーマにどんどん迫っていたところが

あります。すなわち、我々は言われなくても、都市経営のというところに軸足

を移しつつあり、むしろ、そこでないと新しいエリアマネジメント、あるいは

まちづくりの課題は解いていけないというところにあるようです。 

改めて 4 人の方に聞きたいと思います。都市経営目線が良いことは分かり

ました。それを頑張りましょうと言いますと、今日がフォーラムであればそ

れで終われるかもしれません。しかし、必ずこのような疑問が入ります。うち

は全然都市経営的ではないのに、どこから手を着ければいいのか、一つ一つ

の疑問は、できるだけこの時間の中で解消していきたいと思います。そこで、

4人の方への質問は、今までのトークセッションの流れから、これらのコメン
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ト全てを都市経営ということにつなげて、言葉を紡いでもらうと、どのよう

なお話になりますか。都市経営ということをテーマにしながら、コメントを

お願いします。これも順番は馬場さん、佐藤社長、保井先生、佐藤課長という

順番でよろしいでしょうか。 

 

馬場 都市経営は新しい概念です。僕ももち

ろん当たり前ですが、都市を経営したこ

とがありませんので、的確な表現ができ

るか分かりませんが、分かりやすく言い

ますと、都市全体を企業のように見立て

てみようという考え方だと思います。行

政を企業のようにではなく、都市全体を

企業のように見立ててみる。そうした場

合、都市自体は継続しなければいけませ

んし、収益を上げなければいけません

し、産業を常に興し続けていなければい

けないということになります。 

その中で、例えば行政の立ち位置は、

マネジメントです。いわゆる経営者側であり、都市を経営する側です。会社で

言いますと企画経営部のようなところではないかと思います。そこは会社を

経営するように都市を経営しなければいけませんので、どこにどのような財

源を充てて、どこにどのような投資をして、どこで収益を上げ、今まで使われ

ていなかったどこで収益を上げて、自分たちの企業の武器は何で、どのよう

に外貨を稼いでいくのかということのマクロ視点で考えることが企画経営部

の仕事なのでしょう。 

プレーヤーである僕たちは、マクロ目線を持つ前に、目の前の自分たちの結

果や収益に、どうしても目がいきますので、当たり前ですが短期的にものを

見ることになると思います。ですが、短期的にものを見て、短期的に経済を回

していくというプレーヤーです。そういう意味では、視界のスパンが、僕らプ

レーヤーは比較的短いでしょうし、企業としてはそれなりの企業が考えられ

るのですが、都市が企業だというふうにするのであれば、もっと長いスパン

で考えて良いわけです。企画経営部としての行政は、20 年、30 年、もしかす

ると 100 年単位で、そのエリアを見ても良いのではないかと思っています。 

ただ、今まで都市を経営するという感覚があまりなくて、税金や国からの財

源をどこに割り振るかというところに、随分意識が集中していたような気が

します。ですが、そこに投資をすると、どのような収益があるか、どういうリ

ターンがあるのか、結局都市全体が新しい産業を生まないと、どんどん収益

は下がっていきます。企業に魅力がなくなるかのように、当然、収益が下がる

都市には魅力がなくなり、そこに新しい住民も入ってきませんし、新しいプ

レーヤーは新しい事業を興す気にもなりません。要するに会社が活性化しな

いということです。ですので、都市全体を会社のアナロジーにして語ってみ

ますと、ぼんやりしていたものが少しクリアになるのではないかということ

を都市経営という単語から感じる気がします。 

しかし、今まで行政の方々は、当たり前ですが経営をほとんどやってきたこ

とがないわけです。その辺りの経験とノウハウは圧倒的に佐藤さんのような

民の方にあります。そうであれば、民の経営的な判断や経営的な手法を、どの

ように都市へ、すなわち行政へインストールしていくのかは、今のところ、そ

の仕組みが日本にはあまりないと思います。海外の場合は、人事も行政の人
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が民間に行って、民間の人が行政に行くような、人材の流動化が激しいので

そういうことが起こるのですが、日本ではそこがなかなか起こりにくい構造

になっています。そこは一朝一夕に直るとは思えませんので、それをどうす

るかということを考えなければいけないのではないでしょうか。 

前半は、僕はどちらかというと民としてゲリラ戦を戦うようなモードでし

たが、後半は都市経営という単語が出てきましたので、少しマクロ的な視点

を持たなければいけないと思いました。問題意識と、今の事象の捉え方です

が、そのような感覚で都市経営という言葉をつかまえようとしています。 

 

佐藤裕久 今の馬場さんの話を聞きながら、気付

いたことがあります。例えば、今大津駅

をやっているのですが、駅ですが民間鉄

道会社の物件ではあります。カフェは 2

階でやっていて、1階は大津市の観光案

内所を我々が運営をしています。我々は

実は二つの視点を持たなければいけま

せん。民間としての収益性と、今おっし

ゃった都市経営として、行政が収益性を

持たなければいけません。ただ、恐らく

収益の見方が違うのだと思います。観光

案内所は、あくまでも公的機関ですの

で、非常に広範囲の地域に根差す必要が

あり、赤ちゃんから高齢の方まで、いろいろな職業の方、いろいろな方を含め

て共有項としてのプロスピリティ（繁栄）が必要です。 

それをやっているときに、いったん自己矛盾に陥りました。より収益性を上

げていくことが正しいのではないかと思い、観光案内所で大津市の生産者、

製造者の方たちのものをおみやげとして売ろう、駅の物件ですから売った方

がいい。ですが、それは公的施設ですので、売って収益を上げてはいけません

という答えが出てきます。それはおかしくありませんか。僕は、そこで駄目で

すと言われても、はいというタイプではありませんので、おかしくありませ

んかと言います。僕たちが収益を上げたいために言っているわけではありま

せん。いろいろな製造者の方で、個人でやっている方はお披露目する場所が

ありません。そのようなせっかくの場所ですので、やりましょうということ

で、最終的には 10％のマージンを我々がもらうということになりました。来

たものをそのまま売りますと、税務上の問題もありますので、そういうこと

を含めてやっているときに、ふと気付いたことは、先ほど宇部の、自分は変わ

り者だとおっしゃった、カフェの経営者の方に心からエールを送りたいとい

うことです。初めてやる人は、誰もやっていないことをやりますので、そのリ

スクの大きさにも気付きませんし孤軍奮闘していかなければいけません。こ

のような進め方は苦しいです。あえて言いますと、商工会議所や、いろいろな

団体が集まってきた団体の方に対して、絶対に心がけてほしいことがありま

す。唱和的な結論に持っていくのであれば、その団体は解散してください。そ

のようなものはいりません。 

つまり、例えばこういうことです。フルーツパフェがありますが、バナナ、

パイナップル、チェリー、アイス、シリアルなどが混ざっているからおいしい

のです。雑多性です。ですが、唱和的な結論を出す人たちは、それをミキサー

に掛けてスムージーにしてしまいます。フルーツもシリアルもアイスクリー

ムも混ざって、皆で同じ色に仕上がったと言ってしまうのです。しかし、これ
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からの地方自治体は、そこに持っていく個性や灰汁など、とがり部分を失う

と大きい都市に負けるに決まっているではないですか。某大手の世界一のコ

ーヒーチェーンを持ってきて、にぎわいが出たと言っていますが、それはそ

の街に住んでいる人にとっては良かったけれども、その街にわざわざ来よう

という人に、その店は訴求しますか。鳥取に行くなら、すなば珈琲に行きたく

ありませんか。僕は、すなば珈琲はどのようなものか、本当に砂があるのだろ

うか、というような気持ちになります。 

収益性を考えると誰もリスクを負えませんので怖がりますが、誰かに託し

てみる。変わり者だとおっしゃった彼に、頑張れと応援したい。まだ売れてい

ないアーティストが、何か心に響くのであれば賭けてみるというような、度

量や技量を、行政や公的な団体の方が持っていることによって、都市経営と

いう言葉が本当に生きてくるのだと考えます。青年の主張ではなく中年の主

張でした。 

 

保井 もう今、言っていただいた気がしま

す。都市経営というものが最近言われて

いるのは、直接的には財政難であり、問

題の構造的な変化なのだろうと思いま

す。ですので、人、もの、金がもう一度

回る仕組みを、きちんとゼロから考えよ

うという話であると認識しています。今

まで出てきた話に関連するのですが、日

本で地域を考えるときに都市経営は出

ませんが、欧米では必ず出てきます。パ

ブリックスペースの話でも、必ず出てく

る言葉があります。それは「デモクラシ

ー」です。例えば、最近スウェーデンで

できたパブリックスペースの研修機関のようなところも、新しいデモクラシ

ーをつくっていくということが、わざわざ書いてあるわけです。やることは、

パブリックスペースの使い方です。 

これは、佐藤社長がおっしゃったことにすごく近いと思っていて、今まで、

民間企業に対してもそうですが、いろいろなことが受け身になってきました

ので、プロが育っています。レストランに行けばおいしいものが食べられる

し、行政に行けば、このようなサービスが得られるしという意味で言います

と、私たち市民は基本的には受け身になっています。ところが、いつの間にか

いろいろな問題がたくさん出てきていて、いかんともしようがなくなってい

ます。しかも、それが地域によって違うという中で、皆身近なことからもう一

度考えてみよう、そしてやれることをやろうという動きがいろいろ出てきて

いて、それがある意味新しい都市の経営というように、大上段に構えなくて

もいいのではないかという気がします。私たちの住む街を、もっと私たちの

ためにつくっていくというようなムーブメントなのだろうと思います。 

ですから、そこで言いますと、お金も回さなければいけませんし、私たちが

ほしい街はどのような姿なのかを考えなければいけませんし、それに対して

チャレンジしようという人に何かを付託するような仕組みを考えなければい

けませんし、スタートアップを応援する仕組みも考える必要があるかもしれ

ません。そこが今までの組織、あるいは、今までの組織にひも付いた仕事の仕

組みを、淡々とこなしていては解けませんので、官も民も超えて、場合によっ

ては行政の中で部署を超えて、民間も単一の企業を超えて、プロジェクトを
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組んでプロジェクト単位でやっていく、そのマネジメントをやることがもち

ろん行政にも求められていますし、それぞれのエリアの中にできつつある公

共的な役割を担うエリアマネジメントの組織にも求められているのではない

かと思っています。 

 

佐藤守孝 お三方に全て言い尽くしていただき

ました。自治体経営とよく言われます

が、都市の経営だとしますと、これまで

首長なりが一生懸命苦労して、それぞ

れの地域の活性化を図ろうとしている

というところだと思います。おっしゃ

るとおり、経営そのものはなかなか難

しい部分もあるわけです。 

この場で一つだけ、先ほどできなか

った制度の説明をします。都市再生推

進法人の方が多く集まっている会議で

もありますので、都市再生推進法人と

いう仕組みが、もしかすると市町村を

支える、あるいは地域の民間団体と連携して、現場を動かしていける仕掛け

なのかもしれないということで、ご紹介をしたいと思います。 

今申し上げたことは、資料 2 に都市再生推進法人の仕組みが書いてありま

すが、都市再生推進法人には市の出資要件はありません。平成 19 年の創設当

時はあったのですが、それを撤廃して、市町村との資本関係はいらない仕組

みです。社団財団でも良いですし、NPO でも良いということで、その地域の状

況に合った民間の団体が、市町村の意を汲みつつ、地域の現場で苦労をして

いる民間プロジェクトとの間に立って、パブリックマインドを持ってやって

もらう方が増えてきています。マネジメントやデザイン、リノベーションな

どは非常にかっこいい言葉なのですが、恐らくそれぞれの地域で、本当に意

味があるからこそ人々が集まって、そこに来る、そしてそこで何かをやる、そ

ういった場所が良ければエリアの価値が高まり、必然的に再開発などにもつ

ながっていくということではないかと思っています。 

 

馬場 都市再生推進法人会議の話は、先ほどのように都市を経営だとして見立て

ると、社内ベンチャーを誘発するための制度のように見えます。企業が社内

からどんどん新しい部署や、社内ベンチャーがテイクオフするようなことを

仕掛ける時代になったのと同じように、行政も地域からベンチャーが起こる

ような制度設計を始めていることが、都市再生推進法人だという気がしてい

ます。例えば、Park-PFI がありますが、あれは会社に外からのファイナンス

が入りやすい仕組みをつくっている気がしていて、その辺りも、今まではど

ちらかというと行政は行政でという独特の形態をとっていたと思うのです

が、都市も民間も行政も、その境界が少し曖昧になっているのではないでし

ょうか。役割はもちろんばらばらですが、そのような見え方をしていました

ので、口を挟みました。 

 

佐藤守孝 ありがとうございます。そのように言ってもらうことは初めてです。都市経

営としてみると、都市再生推進法人が社内ベンチャーを誘発するという見立

てには、刺激を受けました。ありがとうございました。 
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田坂 ロベルト・ベルガンティという人は、1970 年代まではイノベーションは技

術のイノベーションでしたが、1980 年代以降は市場のイノベーション、お客

さまは何を考えているのかということが、イノベーションのエンジンになっ

てきたということを言っています。しかし、21 世紀になってからは、意味の

イノベーションが大事で、それをどう捉え直すかということを、今我々は問

いかけられています。まさに、このように例えを使いながら、それは何かとい

うことの言う表現を変えることによって、何かが変わってくる可能性があり

ます。ですから、都市経営とは何かということについて、我々が自分の言葉で

捉え直しをしながら理解していくと、その街の都市経営の突破口、切り口、入

り口が見つかっていくのかもしれません。官の視点と民の視点が、今まで固

定的だったものを、徐々に変えていき、そここそをボーダーレスにしていき

ます。もしかすると、局長の冒頭挨拶にありましたが、それは空間のボーダー

レス、プレーヤーのボーダーレス、エリアのボーダーレスを超えていくのだ

ということを言っていました。もしかすると、このようにわれわれの視点の

ボーダーレスということも必要になってきているのかもしれません。 

その中で、ぜひ、変わり者にエールを送ってください。実はこれは突破口の

アイデアの 1 つだという言い方ができるのかもしれません。変わり者が変え

るという発言が、これこそがサテライトから出てきた発言でした。サテライ

トに振ってみていいでしょうか。後半の都市経営がキーワードになってから、

今までのトークセッションのトークを聞いていて、サテライトの方はぜひコ

メントを挟んでください。ということで、同じように札幌の方、一言、福井の

方、一言、宇部の方、一言いただけますよう、よろしくお願いします。 

 

服部 田坂先生、ここは変わり者とおっしゃっていた、宇部からスタートした方が

良いのではないでしょうか。 

 

田坂 鋭いご指摘をありがとうございます。そうしましょう。宇部の会場、よろし

くお願いします。 

 

小林 お話を振っていただいて、ありがとうございます。我々はコンテナで活動を

していく中で、実は運営スタッフにも民間の方が入っています。デザイン会

社といいますか、もはや何でも屋になっているのですが、変わり者というこ
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とで紹介します。 

 

江本 

(360°

Image 

Works) 

宇部市にありますサブロクイメージワークスという民間の会社の江本と申

します。よろしくお願いします。貴重な時間をありがとうございます。 

先ほど、カフェのオーナーが変わり者というところで、あそこが非常にフッ

クになって話を振っていただいたのですが。ここの YCCU がある場所は、集客

などが本当に厳しい状況です。民間が入って行っている活動として、資料の

中にもあったと思うのですが、ビアガーデンなど、行政の力を借りながらも

行政ではできないようなものを発信しています。また、昔のにぎわいを取り

戻す活動として、かっこいいことで若者を呼んできたりしています。 

そこで私たちの会社として民間の力でできることは、例えば先日行ったフ

ェラーリやランボルギーニなどのスーパーカーを持っている方を呼んで、そ

こに興味がある人に来ていただくイベントを開催したり、この地域で美容室

をオープンした方に来ていただいて、青空美容室という形で、お店の PR も兼

ねて無料で髪を切ったり、少しずつ変わったイベントを行っています。ただ

やるだけではなく、私たちはかっこよく見せて情報発信をするために、カメ

ラマンを入れて写真を撮ったり、動画を撮ってみたり、当然、来ていただいた

方たちの記憶にも残るのですが、こういった発信していけるように記録にも

残していくことも心掛けて、山口大学と一緒にやっています。 

 

小林 ありがとうございます。宇部市の活動の中では、変わり者がキーワードにな

っていて、変わり者が次の変わり者を集めてきて、先ほどの、佐藤社長のお話

の中で、パフェがスムージーになってはいけないというお話があったのです

が、とてもスムージーになりようがない、固いだけのキャラクター、そういっ

た人間を集めて、どんどん仲間を増やしていくことが、活動としては大事な

のかと思います。特に、変わり者を集める上での基準は、少しでも公的な活動

に興味がある人たちを、なるべく仲間として集めるように活動しています。

とりとめもない話になってしまいましたが、以上です。 

 

佐藤裕久 先ほどのカフェをやっている方は、もう帰ったのでしょうか。 

 

小林 実は、この後の我々の懇親会の準備をしています。（笑） 

 

佐藤裕久 売り上げが大事ですからね、分かりました。（笑） 

 

田坂 では逆順で、福井会場にお願いします。 

 

岩崎 福井は先ほど少しお話ししたように、再開発のような大きい事業から、民間

のリノベーションまでいくつか段階がありますので、それぞれお話をしたい

と思います。 

今の都市経営という部分で言いますと、中心市街地活性化基本計画のとき

は福井市の中心市街地 105ha が指定を受けていたのですが、よく言われるこ

とは、その面積は福井市全体の面積でいいますと約 0.2％なのですが、そこが

稼ぎ出している固定資産税は、福井市全体の、固定資産税の収入のうち 7％に

なっています。ですから、非常に投資効率の良い場所であることは間違いあ

りません。そういったところに、行政がどのように投資をしていくか、それを

どう固定資産税や住民税等で回収していくかということになるのだと思いま

す。今の再開発事業ですと、それなりに大きい補助金が入ってきます。それを
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いかに、固定資産の評価額を上げるためにもっていくか、行政サイドで考え

ますと、そういうところが都市経営の一つの考え方なのだろうかと、先ほど

お話を聞きながら思っていました。 

そういった大きい部分が一つと、もう一つはリノベーションや新栄テラス

での取り組みで、それぞれお話を聞いてみたいと思います。 

 

宮田 新栄テラス運営委員会です。もともとこの場所は、火事で焼けてしまった約

100 坪の土地を、駐車場の業者が借り上げて駐車場にしていました。ただ、そ

のような低未利用地を市街地につくることは、いかがなものかということで

したので、福井市が持っている駐車場と、そこの利用権を交換して、土地自体

の地代は駐車場の会社に払って、我々はその上を運営委員会として使ってい

るという形です。ですので、お金が入ってくるというわけではなく、どちらか

というと、そういったスキームを市につくっていただきました。それに合わ

せて、運営委員会としてどのようににぎわいをつくるかということを考えな

がら実行してきました。 

 

浅野 私は民間で、アートを軸にした活動を福井の街でやろうとしています。そも

そもその活動が官の役割も担っているような感じがありまして、実際に動い

ている者の感覚としては、官と民が頻繁に意見を出し合ったり、情報交換し

合ったりするところから、もう少し密度を高めて、その次のいろいろな補助、

対策、サポートといったところを、お互いに話し合っていけばいいのかなと

感じています。 

 

岩崎 福井は地方都市ということもあって、なかなか民の力だけで大きな動きを

始めるということは、ハードルが非常に高く感じます。その中で、このような

小さい動きがたくさんあり、大き

い動きもあるということは、すご

く今、大きなチャンスだと思って

います。それをいかに都市経営に

結びつけるかという部分は、もっ

と行政も意識しなければいけま

せんし、地元で活動している我々

も、何かしら意識すべきだという

ことを、今のお話を聞きながら思

っていました。田坂先生に一度お

返しします。 

 

馬場 僕は福井によく通っていますので、一言、よろしいでしょうか。今福井が面

白いところは、新幹線が来ることで、資料で言う右側（東側）に再開発エリア

があって、左側（西側）にリノベーションエリアがあります。右側は再開発の

話は進んでいますが左側は再開発の話は進みません。駅を出て、右は再開発、

左はリノベーションまちづくりで、ある意味対照的な風景が並ぶことになり

ます。ですが、僕は再開発とリノベーションが対立概念であるとは思ってお

らず、都市全体の経営がきちんとしていくためのプロセスであると思ってい

ます。再開発が正しいかどうかは詳しく知りませんので、分からないところ

はありますが、どちらにいこうが経営として最適な解答はどちらなのかとい

う判断を、都市として冷静にするタイミングなのだろうという気がします。

再開発が進んでいるとするならば、再開発とリノベーションをうまくバラン
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シングして、都市の魅力を総合的に見せていく方法は何かを考えなければい

けません。 

ヨーロッパであれば、旧市街と新市街があり、両方があることによって、そ

の都市の魅力が語られたりもします。福井を見ていると、新幹線というカン

フル剤がやってくるわけですが、それが他都市に引っ張られるのか、観光客

を呼び込むことになるのかは、そこにかかっていると言っても過言ではない

と思っています。この 4、5年の都市のプログラムが、ものすごく次のベクト

ルをつくるというふうに思いますし、エキサイティングな状況にあると思い

ます。 

 

田坂 ありがとうございます。もしかすると対立概念ではなく、それはプロセスと

いう引き受け方もあるかもしれないというところですね。 

それでは次に、札幌会場、よろしくお願いします。 

 

服部 それぞれ三つのまちづくり会社の感じていることを一言ずつお話します。

まず私の方から、札幌の場合は、都心部である札幌駅周辺、われわれ既成市街

地の大通り、すすきの、創成川東という、それぞれエリアの特性を持ったとこ

ろで、それぞれエリアごとに活動するまちづくり団体組織があるというとこ

ろがあります。団体組織そのものは、札幌大通まちづくり株式会社を含めて、

いかに主体性を持っているプレーヤーなどの方々と一緒になってやっていく

かというところを、非常に大切にしています。 

そういう意味では、馬場さんが書かれている本の『公共 R 不動産のプロジ

ェクトスタディ』にも書かれていますが、エージェントコーディネートとい

う役割も一つ思念としてはあるのではないかと思います。 

 

内川 札幌のまちづくり会社たちは、マネジメントもする一方でプレーヤーでも

あるという、両方の役割があるのではないかと思います。それがなぜできる

のかと考えたときに、それぞれの会社ができたときには、まちづくり会社た

ちは何者なのかと地域の人でも分からない存在だったのではないかと思いま

す。特に私はそう思われたと思うのですが、それを行政の皆さんが地域とつ

なぎ留めてくれて、その積み重ねで私たちはマネジメントでもありプレーヤ

ーであるという状態になれているのではないかと思っています。 

同じ考えしか持っていない人が街にいても、あまり面白いものにはならな

いと思っていますので、キャラクターの濃い人材が必要だと思います。それ

がまちづくり会社にいても良いでしょうし、外の人と一緒に手を組むという

ことも、一つあるのではないでしょうか。そういったプレーヤーを私たちは

探したいと思って、シンクスクールを行っているのですが、そこからも人材

は生まれてきていますので、このように待っているだけではなく、一緒にプ

レーヤーを探していくということも必要ではないかと思っています。 
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近藤 なかなか難しいところですが、うちの活動は駅前通まちづくり株式会社や

札幌大通まちづくり株式会社と違い、誰かから何かを付託されて始めている

ところが全くなく、まさに変わり者といいますか、お節介、物好きが、この街

は何かもったいないという想いを持

って集まったところからスタートし

ています。 

そういう意味では、先ほど内川さん

がおっしゃったように、自分たちはプ

レーヤーであり、マネージャーという

よりはプロモーターという形で振る

舞っていると思います。全てを自分で

抱えるのではなく、人もきちんと掘り

起こさなければならず、自分たちがプ

ロモーションをしながら、地域が活動

していくためのステージを創ってい

くということが、持続的という意味で

は非常に大事だと思っています。 

 

服部 ということで、札幌から田坂先生にお返します。 

 

●Buzz Session２ 

 
田坂 ありがとうございます。ホワイトボードへの板書は発言録にしています。こ

こで、ぜひ会場の皆さんの会話、対話を促進していきたいと思います。ここま

でのところはいかがでしたか。後半に入って 50 分程度経っています。その中

で、もし琴線に触れる言葉があれば、こういうものをうちの街に持ち帰りた

いということがあれば、ぜひそれをあなたの表現に変えて、あなたの口から

それを出してください。 

そして、前半のバズセッションに加えて、この後半では、程なく私も含めて

壇上の 4 人の方はフロアに下りたいと思います。バズセッションの中では、

どのようなことがバズワードになっているのか、どのようなことを会場の人

たちは拾っているのかということをつかまえながら、5分ほどたちましたら、

マイクを使ってコメンテーターの方はお戻りいただけますかという言葉を掛

けますので、戻ってきていただいて、会場とのやりとりでこうなったという

ことを、そろそろ会場の方の手を借りながら、収束に向かっていければと思

っています。 

では、今度は後半の都市経営という

言葉についてのトークセッションにつ

いて、フロアではどのようなコメント

があるでしょうか。お隣や近くの方と

の会話、先ほどの人と同じでも違う人

でも結構ですので、会場での会話に取

り組んでみたいと思います。よろしく

お願いします。5 分たったら声を掛け

ます。 

 

【札幌会場】 

【東京会場】 
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（Buzz Session２） 

 

●トークセッション ～トークセッション前半・後半をうけて～ 

 

田坂 さて、いかがでしょうか。話は尽きないのかもしれません。あるいは、と

にかくここにいらっしゃる方全てのコメントを拾うことができれば、それに

超したことはないのかもしれませんが、無作為抽出のような形になったでし

ょうか。4 人の方にお答えいただけると助かります。つかまって離してもら

えない人はいますか。それも踏まえて、もしフロアの会場にいる皆さんの言

葉で印象に残ったもの、あるいは、それに付随して最後に 4人の方からコメ

ントをいただいて、それで徐々に収束に向かいたいと思っています。会場の

方からいただいた言葉や、そのときにご自身が考えたこと、その他、今のと

ころでの頭の中を教えていただければと思います。同じ順番でいきたいと思

います。4 人の方のコメントをいただいて、そして総括、収束に向かってい

きたいと思います。よろしくお願いします。 

 

馬場 僕が拾った中で面白いと思ったことは、税制に関してでした。いくつか聞

いたのですが、例えば公園で何かをやったとすると、そこで上げた収益は、

本当は公園の新しいアクティビティなどに還元したいけれども、そこで売り

上げが立ってしまうと、税金で持っていかれて、当事者としては何に使われ

るか分からないお金になってしまいます。だとすると、パブリックに資する

ところだとすると、公園に再投資するという意味では、その税制のあり方は

どうなのかという疑問を呈していました。僕も、都市経営といった場合は、

税制の有り様ということにメス入れることは本当に難しいことだと思いま

す。 

例えば、今、ふるさと納税というやり方ができた途端に、税制の方法、税

の取り分が全く変わりました。今は返礼品狙いのふるさと納税です。もう既

に始まっている自治体もありますが、この街のこの政策に納税したいという

目的性の高いタイプのふるさと納税に変換していくと、返礼品狙いではな

く、正しい政策に対して直接納税したいという税制のデザインになり得ま

す。そういう意味では、都市経営という方針にできない、まだ地方自治体に

税制の権限は委ねられていませんが、次の時代はもしかすると税制のデザイ

ンはすごく大きなヒントになるのかもしれないという声を拾ったことが面

白かったです。 

 

田坂 ありがとうございました。 

【札幌会場】 【東京会場】 
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佐藤守孝 今お話を聞いて、実は私がお話をした方々は、ふるさと納税に関する事業

を始めた、あるいは始めるという方がいました。もしよろしければ、ふるさ

と納税をまちづくりに活用ということでご紹介をいただきたいと思います。 

 

岡本 桜井まちづくり株式会社の岡本です。私どもは、桜井市と商工会と、我々

まちづくり会社が組んで、ふるさと納税の返礼品事業に取り組んでいます。

1 年半ほど前から取り組んでおり、たまたま有田町が行っていたやり方をま

ねたのですが、具体的に市自体には年間 500～600 万円程度しか収入がなか

ったのですが、我々と商工会が組んで、取扱商品が 16 品種から 500 品種に

増えました。結果、収入は 1年で 1億円になりました。市長も街も喜んで、

街の商品も全国に売り出すことができました。その手数料収入を、我々まち

づくり会社のベースの収入として、従業員の人件費に充てています。これは

街の産業のいろいろな産品が全国にアピールできて、かつ、それが売れると

いうことです。そして、我々自身も手数料収入を得て、ベースの収益を上げ

て、それをまた再投資できます。その中で、古民家を改修してカフェを作り、

銀行跡を改修してレストランを作りました。また、古民家を改修して街宿も

作りました。これをパッケージにして、ふるさと納税の商品として挙げまし

た。こちらも全国からお求めいただいて、我々の収入になっています。全て

の事業者にも収入が入ってくるという仕組みをつくっていこうとしている

最中です。 

 

佐藤裕久 それを受けていいですか。実は僕、トライアスロンをやっています。愛知

県の知多半島で、常滑市が、エントリーをするのも大変なアイアンマンレー

スという世界的なイベントを開催しているのですが、ふるさと納税でかなり

資金を集めています。運営も市がやっていますが、自転車で 90km、マラソン

が 21km、スイムもあってフルマラソンより長い距離です。運営に大変な費用

がかかるはずです。僕たちは経営者ばかりのトライアスロンチームですの

で、皆は一応まあまあ納税をしています。賞状がもらえる程度でリターンは

何もありませんが、何かがほしいのではなく、街の一つのイベントを盛り上

げていくために使われているふるさと納税が、他にあるのかは分かりません

が、秀逸な例だと見ていますので、僕も当然納税しています。 

 

佐藤守孝 ありがとうございます。今の桜井まちづくり株式会社は、資料 4の 20 ペー

ジに書いてありますので、後でご覧ください。 

 

田坂 改めてお二人、フロアの皆さんとの、交流の中で、何かありましたらお話

を聞かせてください。 

 

保井 ４つあります。今の流れで言いますと、都市経営ということになりますと、

今のように税収を増やすということや、あるいはまちづくり会社が収益を得

て、それを公的な課題に還元するという仕組みづくりではないかという話が

あります。そういう話がある中で言いますと、例えばエリアマネジメントの

範囲設定も実は課題になりますという話が出ていました。ただ、そういうも

のは大都市と地方都市によっても違うのではないかという話もある中で、質

問が範囲設定の考え方や、いくつか質問が出ていましたが、そういう範囲設

定、それから収益と、それをいかに還元していくかというようなことの考え

方が論点として出ていました。 
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もう一つ、非常に大事なことは楽しくなければいけないという話です。こ

れは確かに、官と民でやっていくので、がちがちにやっていくのももちろん

あるでしょうが、それだけだと続きませんので、皆が笑いながらできるよう

な、やりたいことを一緒にやっていくというような、笑いのあるまちづくり

が大事ではないかという話でした。 

あと、ぜひ言ってほしいとおっしゃっていたことは、今日のこの会議が素

晴らしいということです。国土交通省の方が手作りで、このような形の会議

をやろうとしたということに、ぜひエールを送りたいという話が出ていまし

たので、それはぜひお伝えします。 

 

佐藤裕久 僕は拾いきれなかったかもしれないのですが、全国の自治体の方の本心と

言いますか、声だったのかなという言葉が聞こえました。以前栄えた商店街、

街の中でのまちづくりを担う立場の方が、2代目、3代目になったときに、エ

ネルギーがだんだんと落ちてきた後にどうやっているのかということに対

して、しかも昔からの利権もあるいろいろな人たちを、どうさばいていくの

かという難しい問題を抱えながら、動けないという感じのことを二つの行政

の方から感じました。これは、そこだけのことだけではなく、恐らく日本中

で起こっていることだと思います。 

その中で、僕なりの勝手な解釈としては、誰か覚悟を持った人が、極端に

言えば失敗しても殺されないだろうぐらいの覚悟でいかないと突破できな

い状況に陥っているのではないでしょうか。その中で、先ほど言いましたよ

うに覚悟を持って、しかもその街を愛して、その街で何か頑張ろうと思って

いる人たちの背中の一押しを、役所なり行政がやっていただけると、恐らく

彼らも一歩を踏み出せるのではないかと思いました。 

 

保井 私も一つ言い残したことは、同じ話でした。まさに人ということに焦点を

当てた議論がありましたが、そこに至るまでには、かなりいろいろな苦労が

あって、地域の方との調整の中で、もう投げてしまうようなときもあるはず

でしょう。そこをどのように乗り越えたのかと思ったという話がありまし

た。今、佐藤社長が死ぬ覚悟でやれとおっしゃって、本当にそのとおりだと

思いますが、もう一つ、もう少し現実的なオプションを付け加えると、今日

は田坂先生もこのようにやっていますが、対話の力が結構あると思っていま

す。変わり者と街の名士の方は、理解ができないから基本的には話しません。

話そうともしませんし、いがみ合っているような世界が結構ある中で、そこ

をどう出会わせるか、しかも今日のような佐藤社長がおっしゃった正論を否

定する人はいないと思います。 

ですから、そこをきちんと共有していくような対話のデザイン、そこを意

思決定していく覚悟の場づくりが、非常に大事なのではないかと思います

し、そこに向けてのプロセスをつくっていくことこそ、エリアマネジメント

の大きな仕事の一つなのではないかと思います。 

 

田坂 ありがとうございます。私に与えられている時間が 17 時 45 分までですの

で、なんとあと 6分もあります。この後、いったんこのトークセッションを

通して、もしかすると司会の橋口さんからサテライトの皆さんに手を振って

もらうような時間を設けていらっしゃるかもしれませんが、まずは私から

も、サテライトの皆さんに、この東京会場と遠隔地を結んだ、良いトークセ

ッションができたことを、サテライトの皆さんに感謝を申し述べたいと思い

ます。そして、バズセッションという形で、このトークセッションにかなり
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の深みを与えてくださった会場の皆さんにも感謝を申し上げたいと思いま

す。 

前半は我々を駆動してきた一つのテーマは、本当に我々は公共的空間を民

が担えるという社会をつくろうとしているのだろうかというところで、民の

感覚を持とう、経営目線を持とうということがありました。民間のチャレン

ジ力と公的な担保力、スタートアップ力、リーダーシップというものがあれ

ば、そこにはさまざまなものを乗り越えて、リスクをお互いが分担し合いな

がらマーケット開発ができていく、そのためには、例えば小さなところから

のスタートが一つのコツであるし、Park-PFI のようなやり方や、あるいは一

緒に悩むというキーワードもありました。そして、最大のキーワードは変わ

り者が変えるということだったように思います。あるいは、動きは市民の誇

りを取り戻すということは、もしかすると我々が、エリアマネジメント、ま

ちづくりをする重要な一つの目的ではないでしょうか。動きは市民の誇りを

取り戻す、そのためにやるということは、たくさんの目的の中でも、ひとき

わ輝く目的になることができるのではないでしょうか。また、楽しくなけれ

ば社会課題に眉間にしわが寄っているだけになってしまうから、楽しくやる

のだということも一つありました。 

そして後半では、一つは都市を経営体と見立てるのであれば、どのような

マネジメントがあり得るのか、どこで収益を上げ、どういう武器を持つのか

というマクロの視点と、民間のテクニックや経営判断力や経営手法というも

のを捕まえながら、それがボーダーレスに協力し合えるような形をつくって

いこうというものが一つあったように思います。そのためには、多様性と、

プロセス、人というものが大きなテーマカテゴリーになったのではないかと

思います。同じ考えの人でできた街は面白くない、これが一つの名言だと思

います。同じ考えの人でできた街は面白くない、個の個性を失っては、全て

の街は負けてしまう。だから変わり者にエールを送ることが、その街の度量

であるということです。 

そして、プロセスでは、例えば都市再生推進法人を、社内ベンチャーを支

援する部署だと捉えて、そこでコーディネートをしていくようなプロセス、

あるいは、再開発とリノベーションが対立する概念ではなく、プロセスなん

だという理解をすることや、覚悟やエネルギーを持った人の背中を押せるよ

うな、プロセスや場づくりを進めることで、皆がやれることからやるという

ところ、長大な計画を立てるのではなく、やれるところからやる、私たちの

街を私たちのためにつくり直すのだというものを、都市経営の根幹と呼ぼう

というトークができたのではないかと思います。そのための一つは、もしか

すると税制もヒントであるし、官の視点と民の視点をボーダーレスにしてい

くということもヒントになります。 

最後に、人というテーマカテゴリーの中では、地域の人をプレーヤーに仕

立てていくということであるとか、行政の力を借りて、行政ではできないこ

とをやる、そういうことを変わり者がやる、変わり者は必ず次の変わり者を

集めてくる、そして、もしいないのであればマネジメントもプレーヤーもプ

ロモーターもするということで、できる人は何でもどんどんやるといういう

焦点の当て方も、一つあったように思います。ファシリテーターとして、今、

ファシリテーションというものは単純な合意形成ではなく、信頼できる仲間

とタッグを組んで、全く相容れない考えの人とも、いかに多様なままで共同

作業をつくっていけるかというところにきています。あなたと私は考えが違

う、だから協働する価値があるというところにいこうとしています。ですの

で、たくさんのものがごちゃ混ぜになって、そしていろいろなものが渦巻い
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ている街こそ、活力のある街であり、そしてその街の動きが市民の誇りを取

り戻すのです。 

最後に、アダム・カヘンという、アパルトヘイトを終わらせ、ポルポト派

を解放した、世界の 1本の指に入ると言われるファシリテーターの言葉を紹

介して、この場を閉じたいと思います。彼はこのようなことを言っています。

あなたが解決策の一部でないのであれば、あなたは問題の一部側にいます。

あなたが解決策の一部をなしていないとするなら、評論しても、本則を話し

ても、何のことはない、あなたが問題なのです。ところが、問題の一部でな

ければ真の解決策にはなり得ません。問題の一部だという自覚を持っている

人こそが、真の解決策をつくっていきます。これがアダム・カヘンの言葉で

す。 

4 時間の長きお付き合いをくださった皆さん、トークセッションをこれに

て終わりたいと思います。どうもありがとうございました。 

 

司会(橋口) 田坂先生、コメンテーターの 4 名の皆さま、長時間にわたりまして熱いト

ークセッションをありがとうございました。それから、サテライト会場のレ

ポーターの皆さん、今スクリーンに 4会場全て映っていますが、今日はどう

もありがとうございました。皆さま、拍手をお願いします。回線の乱れなど

で少し聞き苦しいところや、見苦しいところがあったかと思いますが、会場

の皆さまにも温かい目で見守っていただいて、また、バズセッションやアン

ケートに当事者として関わっていただきまして、本当にありがとうございま

した。田坂先生とコメンテーターの皆さまに、もう一度大きな拍手をお願い

します。 

ではコメンテーター、モデレーターの皆さまは、席に一度お戻りください。

それから、田坂先生にまとめていただいたホワイトボードは、引き続き壇上

に置いておきますので、写真などを撮られる方は、後ほどお時間をとりたい

と思います。ありがとうございました。 

最後に、横浜国立大学名誉教授で、全国エリアマネジメントネットワーク

の小林重敬会長より閉会のご挨拶をいただきたいと思います。よろしくお願

いします。 

 

閉会 

●閉会の挨拶   全国ｴﾘｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾈｯﾄﾜｰｸ会長/小林重敬 

 

閉会のご挨拶をさせていただきます。 

よくこのような企画を考えましたね。4時間で休みは 10 分だ

けで、しかも登場している方が疲れも見せず、しっかりとした

発言をされて驚きました。特に田坂先生は、まだやっています

（笑）。ただ、4時間という長きにわたって、しかも会場が３つ

プラスアルファにされている中で、これだけうまくマネジメン

トできました。マネジメントをしている人たちに、ぜひ拍手を

お願いします。 

先ほど、少しいろいろなところがあったという話でしたが、私の目から見ると、大変うま

く運営されたと思います。こういうことをやりますと、どこか 1カ所ぐらいはおかしくなっ

て、仕方がないからさようならとなるものですが、そうなりませんでした。 

若干、感想を申し上げますと、最初のアンケートの中で、どのような方が参加しています
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かという質問がありました。行政が 50％というところにもかなり驚きました。都市再生推

進法人がベースになるから行政が多いということは、ある程度理解できるのですが、それが

その後のアンケートにいろいろな影響を与えています。今日は女性が少ないのですが、実は

民間のエリアマネジメント組織は、女性がかなり活躍しています。行政が 50％もいるが女

性が少ないということは、一つの問題点です。 

もう一つの問題点は、先ほど挙がったエリアに行ったことがない人が 50％いるというこ

とです。これは相当な問題です。地域に行って、自分の目でその地域を見るということは極

めて重要で、自費でもいいから 1カ所ぐらい行ってみましょう。そうすると、いろいろと考

えが変わるはずです。行政の方は、自分の行政区の中だけにいたのでは、全くこのような新

しい動きに対応できません。ぜひ、見て回ることをお勧めします。 

最後に一言だけ申し上げますと、これは前回の全国エリアマネジメントネットワークの広

島のシンポジウム会場で、田坂先生もこのような形で参加していましたが、そこで言った言

葉なのですが、もっと不公平になりましょうということです。都市経営という言葉は、私は

あまりよくないと思います。都市経営と言った途端、行政は都市全体を経営するということ

を考えます。そこで都市全体のガイドラインなどをつくり、中心市街地などを都市の中心だ

からと活性化しようとする、それには限界があるのです。そうではなくてエリア経営をする、

儲かる可能性があるところに行政が投資をする、それによって民間が自由に活動をする、と

いうことがエリアマネジメントの真髄ではないかと思います。 

私は 15 年ほど前に「エリアマネジメント」という本を書きましたが、その時は誰も理解

してくれなかった。都市計画をする者の中では変わり者でした。ですが、10 年 15 年たつと、

変わり者が正当になる。だからまちには変わり者が必要なのです。そういう変わり者を不公

平な目で見て育てていくことがこれからのまちづくりには必要なのだと思います。なかな

か行政はそういったことはしにくいかもしれません。それを長い目で見てやっていってい

ただきたいということを申し上げて最後の閉会の挨拶とさせていただきます。どうもあり

がとうございました。 
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（７） 会場の様子 

＜東京会場＞ 

ポスターセッション開催風景（ロビー：平成 30 年指定の都市再生推進法人） 

  

  

 

ポスターセッション開催風景（テラスルーム：平成 29 年以前指定の都市再生推進法人） 
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トークセッション風景（ソラシティホール） 
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＜札幌会場＞ 

  

  

＜福井会場＞ 
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＜山口宇部会場＞ 
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２-３ 知見の収集・整理 

トークセッションの内容を踏まえ、「まちづくりミーティング」開催を通して得られた

知見を整理する。 

（１） サテライト会場の現状について 

【札幌大通まちづくり株式会社、札幌駅前通まちづくり株式会社、一般社団法人さっぽろ

下町づくり社（札幌市）】 

 札幌市の都心部では、地域の特性に合わせて３つのまちづくり団体が活動してい

る。 

 札幌大通まちづくり㈱は歩行者天国の運営管理などの道路占有を行う取組み等、札

幌駅前通まちづくり㈱は札幌駅前通地下歩道空間（チ・カ・ホ）と札幌市北３条広

場（アカプラ）、コバルドオリなどの施設の運営等、一般社団法人さっぽろ下町づ

くり社は神社を活用したマルシェイベントや下町リノべ塾の開催、さっぽろ下町サ

ロンでのイベントの企画運営などを行っている。 

 ３団体とも運営費等は補助金に頼っていない。指定管理や施設利用料、事業ごとの

売上げ、地域からの協賛などをベースに運営している。 

【まちづくり福井株式会社（福井市）】 

 まちづくり福井㈱は、福井市が所有する屋根付き広場や多目的ホールの指定管理の

ほか福井市の協力を得ながらリノベーションまちづくりの取組みを行っている。 

 福井市は、新栄テラスでの官と民が土地の利用権を交換する取組みや、都市利便増

進協定を活用した道路・都市公園でのイベントに関する規制緩和等について、柔軟

に対応し、市民が実施するイベントの補助をしてくれている。 

 補助金は、初動期での設備投資で少し入っているが、運用での補助金はなく、施設

利用料や指定管理事業費をもとに運営している。 

 まちづくり福井㈱が行政とプレーヤーとの間に入って相談や橋渡しをしている。 

【若者クリエイティブコンテナ YCCU（山口宇部市）】 

 若者クリエイティブコンテナ YCCU は、商店街のアーケードを一部撤去し、整備さ

れた２つのコンテナと芝生広場で、学生６名と大学教員２名、スタッフ２名で運

営。 

 宇部市が全体の整備を行い、イベント企画やコンテナの運営は、YCCU と隣の POLE 

POLE CAFÉ が行っている。 

 芝生広場は民地であり、宇部市が借地として借りており、カフェのテナント料はま

ちづくり会社にぎわい宇部経由で宇部市に入る仕組みである。 

 大学は、都市計画の専門家としての立場及び行政と民間の間に立つ調整役である。 

 コンテナの指定管理や運営に関するものは助成金を活用している。 

 小さな都市では、ある程度、官が引っ張って行かないと街が動かない。徐々に自立

したまちづくりを目指している。 
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（２） 官・民の関係性、それぞれの役割について 

ⅰ）知見の整理 

○官は、経営感覚を持ちつつ、民の活動に寄り添う支援をする 

・民の活動を支援や連携する行政の責任や、民に寄り添う組織づくりが必要。 

・民間の動き出しの勇気を持つきっかけに、助成金や補助金などの初期投資が必要。 

・官も民と同様の経営感覚（判断や手法）を持つことが望ましい。 

○民は、助成金や補助金に依存せず、自立経営を目指すことが重要 

・助成金や補助金に依存しない、自立経営のシナリオを描くことが必要。 

・「経営モード」で活動することが、官民連携のまちづくりを実現する上で必要である。 

・目先の利益に囚われず、本気で投資する覚悟がある民間のエネルギーが街を変える。 

・エリアマネジメント組織は、そのエリアの価値を最大化する役割がある。 

ⅱ）シンポジウムにおけるパネリストの発言ポイント 

馬場氏 

（（株）オープン・エー） 

・沼津市の INN THE PARK は、行政から民が借地し、民が必死

に経営努力をするとともに、行政も実現に向けて一緒に考え、責

任も持ってくれた。 

・官が主導で進めるまちづくりからどう脱するか、民間経営にシ

フトするシナリオ（助成金や補助金が終わっても続くモデル）を

どのように描くのか議論していく必要ある。 

・行政（官）が地元最大の投資企業となり、民間を先導していき、

まちが動き出したところで民が前にでていく、そういった「自立

を促す」都市経営の仕組みが鍵となる。 

・行政が経営感覚を持ってプロジェクトに投資し、その後の税収

や賃貸料などを長い期間で回収するシナリオを持てれば、税金

投入ではなく、ポジティブな投資に見える。 

佐藤氏 

（（株）バルニバービ） 

・公的空間、公的スペースを活用するプロセスや仕組みを生み出

すためには、チャレンジングしている「民間企業の力」とアシス

トする共通の思いを持った「行政の力」が不可欠である。 

・民間が、活動する勇気を持てることのきっかけに助成金や企業

が投資していくべきである。補助金が民間企業を招くような誘

い水になればよい。 

保井氏 

（全国エリアマネジメ

ントネットワーク） 

・私がエリアマネジメントの話をするときには、「マネージャー」、

「プレーヤー」、「サポーター」という 3 層に分けて話をする。 

・まちづくり会社やエリアマネジメントは「マネージャー」の立場

であり、そのエリアの価値の最大化する役割がある。これは、官

と民の両側からのコミットがないと絶対にできない。 

佐藤氏 ・沼津市は、庁内に横断的な組織をつくり、ワンストップ窓口で民
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（国土交通省） に寄り添う取組みをしている。 

・ボーダーレスが国土交通省の生産性革命プロジェクトの一つし

て位置付けられ、街の魅力を高めていくために官の役割を考え

ながら官民ボーダーレスまちづくりを推進していく。 

 

（３） 都市経営の根幹について 

ⅰ）知見の整理 

○都市経営の視点：マクロ的な視点が重要 

・都市をマネジメント及び経営する行政は、プロジェクトに投資することによる収益

性や効果など都市経営に関してマクロ（長期、広域）的視点が必要である。 

○都市経営のプロセス：官民ボーダーレスなマネジメント組織により、新しい都市経営

の視点でまちづくりを推進することが重要 

・民間の強み（テクニック、経営判断、手法）を取り入れたボーダーレスな協力関係を

築いていけると良い。 

・都市再生推進法人制度や再開発とリノベーションの捉え方の理解を深めること、覚

悟やエネルギーを持った人を支援するプロセスや場づくりをするなど、「やれること

からやる」、「私たちの街を私たちのためにつくり直す」という「新しい都市経営」の

動きが都市経営の根幹となる。 

・行政の部署や単一の企業を越えて、プロジェクト単位でマネジメントを行う組織が

求められている。  

ⅱ）シンポジウムにおけるパネリストの発言ポイント 

馬場氏 

（（株）オープン・エー） 

・行政の役割は都市を経営する側（マネジメント）であり、行政は

プロジェクトに投資することによる収益性や効果など都市経営

に関してマクロ的視点を持つことが必要である。 

・海外に比べ日本では官と民の人材の流動が少なく、民の経営的

な判断や経営手法を都市、行政へインストールをする仕組みが

できていない。 

・民（プレーヤー）は、短期的に結果や収益を求めるが、都市経営

では長期的なスパンでエリアを捉えてもよいのではないか。 

・都市再生推進法人は、行政や地域からベンチャーを誘発する制

度の一つと考えられ、官と民のボーダーを曖昧にし、連携して現

場を動かす仕掛けとなる。 

佐藤氏 

（（株）バルニバービ） 

・まちづくりを行う団体は唱和的な結論ではなく、個性を活かし

た雑多性のある取組みを行うことが必要である。行政の都市経

営を考えるにあたって、雑多性のある活動に対して支援すると
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いう度量や技量を持つことも必要である。 

保井氏 

（全国エリアマネジメ

ントネットワーク） 

・地域性を考慮しながら「やれることからやろう」、「私たちの街を

私たちのためにつくり直す」という「新しい都市経営」の動きが

出てきている。 

・官民ボーダーレスのまちづくりを継続していくためには、楽し

いまちづくりが大事である。 

・官民ボーダーレスのまちづくりを共有するためには、「対話のデ

ザイン」、意思決定していく「覚悟の場づくり」が必要であり、

そこに向けてのプロセスをつくることがエリアマネジメントの

大きな仕事の１つである。 

・今までの組織ではなく、行政の部署や単一の企業を越えてプロ

ジェクト単位でマネジメントを行うことが行政にも求められて

いる。 

佐藤氏 

（国土交通省） 

・都市再生法人の出資要件はない。民間の団体が、市町村の意を汲

みつつ、それぞれの地域で、マネジメントやリノベーションなど

の活動が行われることで、エリアの価値が高まることで、必然的

に再開発などにもつながっていく。 
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